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利用にあたって 

1. 結果は百分比で表示した。表及び解説の百分比は小数点第２位を四捨五入したため、

合計が 100％に過不足することがある。 

2. 「ｎ＝〇」は回答者数を表し、百分比算出の基礎となっている。 

3. ２つ以上の回答を認めたものは、その百分比の合計は 100％を超える。 
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Ⅰ 調査の概要 

 

 

１ 調査項目 
生涯学習に関する意識・実態と今後の意向について 

２ 調査目的 

一人ひとりが生きがいのある充実した生活を送るために、いつでも・どこでも・誰で

もが学べ、その成果が生かされるような生涯学習社会が求められています。 

教育基本法が一昨年改正され、新たに「生涯学習の理念」などが盛り込まれました。

また、県では昨年度「第２次生涯学習推進プラン」を策定し、生涯学習の振興による人

づくり、地域づくりの方向性を示しました。 

今回のアンケートでは、県民の皆様の生涯学習に関する取組の状況や成果の活用、学

習ニーズ、学習環境などについて把握し、その結果をこれからの施策に反映させること

としています。 

３ 調査期間 
 平成20年6月30日（月）～7月14日（月） 

４ 調査方法 

 郵送法 

５ 調査対象者 
 県民アンケート調査協力員（350人） 

６ 回答者数 

 302人（回収率86.3％） 

７ アンケート調査回答者の構成 

実数
（人）

構成比
（％）

実数
（人）

構成比
（％）

350 100.0 302 100.0 86.3

男　性 175 50.0 140 46.4 80.0

女　性 175 50.0 162 53.6 92.6

20～39歳 108 30.9 89 29.5 82.4

40～59歳 130 37.1 120 39.7 92.3

60歳以上 112 32.0 93 30.8 83.0

下越地区 34 9.7 28 9.3 82.4

新潟地区 134 38.3 119 39.4 88.8

中越地区 102 29.1 87 28.8 85.3

魚沼地区 26 7.4 22 7.3 84.6

上越地区 44 12.6 37 12.3 84.1

佐渡地区 10 2.9 9 3.0 90.0

回収率
（％）

性
別

年
代
別

地
区
別

対象者 回答者
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Ⅱ 調査結果の要旨 

 

 

＜生涯学習活動の現状と今後の意向について＞ 

 この１年間に何らかの「生涯学習」を行ったかについて尋ねたところ、「した」が45.4％、

「しなかった」が54.6％であった。一方、今後の生涯学習の意向について尋ねたとこ

ろ、「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」が68.5％、「学習したいが、い

ろいろな事情で、できないと思う」が23.8％、「しようとは思わない」が6.3％であっ

た。 

 

 この１年間に行った「生涯学習」の内容と今後行いたい内容について尋ねたところ、

現状より今後の回答割合が増加している事目は「趣味などを楽しんだり、技能を深め

たりするもの（音楽、手芸、茶道、書道など）」であり、現状より今後の回答割合が

減少している項目は「スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハイキング、

格技など）」、「文化・教養的なもの（歴史、文学、演劇、文芸、語学、パソコン操

作など）」などであった。（図表１参照） 

図表１　生涯学習の内容（複数回答）

38.7

42.3

32.1

27.7

28.5

11.7

15.3

13.9

8.8

13.9

4.4

0.7

42.5

27.5

31.9

10.1

22.7

9.2

10.1

8.2

6.3

6.8

3.4

1.0

0 10 20 30 40 50

趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音楽、手芸、
茶道、書道など）

スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハイキング、格技
など）

健康の維持や管理に関するもの（健康法、ヨガ、看護や介護法
など）

文化・教養的なもの（歴史、文学、演劇、文芸、語学、パソコン
操作など）

職業上必要な知識、技術などに関するもの（仕事に関係する知
識・技術、仕事上のパソコン操作法など）

社会問題や社会の変化に対応するもの（経済、教育、人権、男
女共同参画など）

地域社会の理解や振興に関するもの（まちづくり、伝統芸能、
自然環境、人間関係など）

社会に役立つ活動に参加するための学習（指導者としての研
修、ボランティア活動など）

家庭生活の向上に関するもの（衣食住など日常生活に関する
知識や技術、消費生活など）

子どもの養育や教育に関するもの（出産、育児、しつけなど）

その他

不明

（%）

現状（n=137）

今後（n=207）

 

 

 この１年間に行った「生涯学習」の目的や動機と今後行いたい学習の目的や動機につ

いて尋ねたところ、現状より今後の回答割合が増加している項目は「高齢期の生活を

豊かに過ごすため、生きがいのため」、「社会の変化に対応するため」「知識・教養

を高めるため」などであり、現状より今後の回答割合が減少している項目は「職業に

関する知識や技術を高めるため、職業上（就職・転職）必要なため」、「趣味、芸能、

芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため」などであった。（図表２参照） 
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図表２　生涯学習の目的や動機（複数回答）

24.8

8.8

16.1

42.3

8.8

2.2

29.9

21.9

2.2

13.9

10.2

0.7

0.0

14.0

7.2

21.7

42.5

5.3

3.4

25.6

34.3

8.7

10.6

8.7

1.4

1.0

0 10 20 30 40 50

職業に関する知識や技術を高めるため、職業上(就職・転職)
必要なため

資格を取るため

知識・教養を高めるため

体力づくりや健康管理のため

子どもの養育や教育に関する知識を深めるため

衣食住などの日常生活に関する知識や技術を高めるため

趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため

高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため

社会の変化に対応するため

社会に役立つ活動に参加するため

友人や仲間を得るため

その他

不明

（%）

現状（n=137）
今後（n=207）

 

 この１年間に行った「生涯学習」の方法と、今後行いたい学習の方法について尋ねた

ところ、現状より今後の回答割合が増加している項目は「公民館などでの県や市町村

などが行う学級・講座」、「図書館・博物館・美術館の公開講座」、「カルチャーセ

ンターやスポーツクラブなどの民間の教室や講座」などであり、現状より今後の回答

割合が減少している項目は「個人教授（習い事など）」、「自宅での学習活動（新聞・

雑誌等の出版物を利用）」などであった。（図表３参照） 

図表３　生涯学習の方法（複数回答）

31.4

29.2

4.4

33.6

0.0

2.9

5.1

4.4

15.3

10.2

25.5

6.6

0.0

41.1

57.0

9.7

36.2

1.4

15.9

4.8

6.8

15.5

6.3

23.7

2.4

0.5

0 10 20 30 40 50 60

カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教室や講
座

公民館などでの県や市町村などが行う学級・講座

学校（大学・短大・専修学校・専門学校・高等学校等）の講座

同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動

放送大学に入学

図書館・博物館・美術館の公開講座

民間の通信教育

ラジオやテレビの講座

パソコンやインターネットを通じて

個人教授（習い事など）

自宅での学習活動（新聞・雑誌等の出版物を利用）

その他

不明

（%）

現状（n=137）

今後（n=207）

 

＜施策等に対する要望＞ 

 生涯学習に関して、行政に要望する施策としては、「生涯学習に関する情報の提供」

（70.9％）との回答が最も多かった。以下、「高齢者の社会参加などの社会の要請や

個々のニーズに応える学習機会や場の提供」（47.4％）、「活力ある地域づくりのた

めの取組の推進」（33.1％）などの順であった。 
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Ⅲ 調査結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ この１年間の生涯学習活動について ＞ 

 

１．言葉の認知度 
 

 

 

（１）全体 

「生涯学習」という言葉の認知度（前回調査との比較）

45.1

40.457.0

47.6

2.0

5.5

0.7

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17年度
（n=963）

H20年度
（n=302）

どのようなことか、だいたい知っていた

よくはわからないが、見聞きしたことがある

聞いたことがなかった

不明

 

＜今回調査＞ 

 「生涯学習」という言葉を知っているかを尋ねたところ、「どのようなことか、

だいたい知っていた」が57.0％、「よくはわからないが、見聞きしたことがある」

が40.4％であった。「聞いたことがなかった」は2.0％、不明は0.7％であった。 

 

＜前回調査との比較＞ 

 今回調査と平成17年度に実施した前回調査を比較すると、「どのようなことか、

だいたい知っていた」は9.4㌽増加した一方、「よくはわからないが、見聞きした

ことがある」が4.7㌽減少し、「聞いたことがなかった」は3.5㌽減少した。 

問１：あなたは、「生涯学習」という言葉を知っていましたか。（○は１つだけ） 

－ このアンケート実施に当たっての「生涯学習」の考え方 － 

「生涯学習」は、生涯にわたって、学校、公民館、民間の学習施設など社会の様々な場で、

意図的・組織的に行われている学習活動のほかに、人々のスポーツ活動、文化活動、趣味、レ

クリエーション活動、ボランティア活動など、自らの意志で自発的に行う学習活動をいいます。

 ただし、大学受験のための学習、レジャーとしてその時だけ行ったものなどは含めません。
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

「生涯学習」という言葉の認知度（属性別）

57.3

55.4

59.0

40.4

60.0

70.3

64.3

58.8

54.1

54.5

54.1

66.7

40.7

41.0

40.4

56.2

39.2

27.5

35.7

44.7

40.9

43.2

33.3

38.7

3.4

2.0

3.6

0.6

0.8

2.2

2.5

1.2

4.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（除不明、n=300）

【性別】

男性（n=139）

女性（n=161）

【年代別】

20～39歳（n=89）

40～59歳（n=120）

60～89歳（n=91）

【地区別】

下越（n=28）

新潟（n=119）

中越（n=85）

魚沼（n=22）

上越（n=37）

佐渡（n=9）

どのようなことか、だいたい知っていた

よくはわからないが、見聞きしたことがある

聞いたことがなかった

 

 男女別に見ると、「どのようなことか、だいたい知っていた」の割合は男性が55.4％、

女性が59.0％であり、女性が男性を上回った。これに「よくはわからないが、見

聞きしたことがある」の割合を加えると、男性は96.4％、女性99.4％となった。 

 年代別に見ると、「どのようなことか、だいたい知っていた」の割合は20～39歳

が40.4％、40～59歳が60.0％、60～89歳が70.3％となり、年代が上がるにつれて

上昇していた。 

 地区別に見ると、全地区とも「どのようなことか、だいたい知っていた」の回答

割合が過半数を占めた。中でも佐渡地区（ただし、回答数９件）が66.7％、下越

地区が64.3％と高かった。 
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２．生涯学習の経験の有無 
 

 

 

 

（１）全体 

この１年間の生涯学習の実施状況（前回調査との比較）

39.0

45.4

59.2

54.6

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17年度
（n=963）

H20年度
（n=302）

した しなかった 不明

 
＜今回調査＞ 

 この１年間に何らかの「生涯学習」を行ったか尋ねたところ、「した」と回答し

た人の割合は 45.4％、「しなかった」人の割合は 54.6％となり、「生涯学習」を

「しなかった」が「した」を上回った。 

 

＜前回調査との比較＞ 

 今回調査と平成17年度に実施した前回調査を比較すると、この１年間に何らかの

「生涯学習」を「した」との割合が39.0％から45.4％へと6.4㌽増加した一方、

「しなかった」は59.2％から54.6％へと4.6㌽減少した。 

問２：あなたはこの１年間に何らかの「生涯学習」をしましたか。 

（どちらかに○、具体例は問３の学習内容などを参考にしてください。） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

この１年間の生涯学習の実施状況（属性別）

45.4

45.0

45.7

43.8

40.0

53.8

46.4

51.3

43.7

27.3

45.9

22.2

54.6

55.0

54.3

56.2

60.0

46.2

53.6

56.3

72.7

54.1

77.8

48.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（除不明、n=302）

【性別】

男性（n=140）

女性（n=162）

【年代別】

20～39歳（n=89）

40～59歳（n=120）

60～89歳（n=93）

【地区別】

下越（n=28）

新潟（n=119）

中越（n=87）

魚沼（n=22）

上越（n=37）

佐渡（n=9）

した しなかった

 

 男女別に見ると、「生涯学習」を「した」との回答割合は男性が45.0％、女性が

45.7％であり、違いはほとんど見られなかった。 

 年代別に見ると、「した」の回答割合は20～39歳が43.8％、40～59歳が40.0％、

60～89歳が53.8％であり、60～89歳で最も高かった。 

 地区別に見ると、「した」の回答割合は、新潟地区において51.3％と過半数を占

めている一方、魚沼地区は27.3％、佐渡地区（ただし、回答数９件）は22.2％と、

２割台に止まった。 
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３．生涯学習の内容 
 

 

 

 

（１）全体 

この１年間に学習した内容（前回調査との比較、複数回答）

51.6

43.9

25.5

24.5

22.1

18.6

17.6

17.3

13.3

10.9

2.7

4.3

38.7

42.3

32.1

27.7

28.5

11.7

15.3

13.9

8.8

13.9

4.4

0.7

0 20 40 60

趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするも
の（音楽、手芸、茶道、書道など）

スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、
ハイキング、格技など）

健康の維持や管理に関するもの（健康法、ヨ
ガ、看護や介護法など）

文化・教養的なもの（歴史、文学、演劇、文芸、
語学、パソコン操作など）

職業上必要な知識、技術などに関するもの（仕
事に関係する知識・技術、仕事上のパソコン操

作法など）
社会問題や社会の変化に対応するもの（経
済、教育、人権、男女共同参画など）

地域社会の理解や振興に関するもの（まちづく
り、伝統芸能、自然環境、人間関係など）

社会に役立つ活動に参加するための学習（指
導者としての研修、ボランティア活動など）

家庭生活の向上に関するもの（衣食住など日
常生活に関する知識や技術、消費生活など）

子どもの養育や教育に関するもの（出産、育
児、しつけなど）

その他

不明

（%）

17年度調査（n=376）

20年度調査（n=137）

 

＜今回調査＞ 

 この１年間に「生涯学習」を行った137人に対して、学習した内容について尋ねた

ところ、「スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハイキング、格技

など）」との回答が42.3％で最も高かった。以下、「趣味などを楽しんだり、技

能を深めたりするもの（音楽、手芸、茶道、書道など）」が38.7％、「健康の維

持や管理に関するもの（健康法、ヨガ、看護や介護法など）」が32.1％で続いた。 

 

＜前回調査との比較＞ 

 平成17年度に実施した前回調査と比較すると、「健康の維持や管理に関するも

の（健康法、ヨガ、看護や介護法など）」の回答割合が6.6㌽増加した一方、「趣

味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音楽、手芸、茶道、書道など）」

の割合は12.9㌽減少した。 

 

＜問２で「生涯学習」を①「した」と回答した方にお聞きします＞ 

問３：あなたが、この１年間に学習した内容をすべて選んでください。（○はいくつでも）
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

 

【性別】 

この１年間に学習した内容（男女別、複数回答）

30.2

41.3

23.8

28.6

41.3

23.8

23.8

7.9

14.3

4.8

46.6

43.8

39.7

27.4

8.2

8.2

5.5

9.6

13.7

4.1

15.9

17.8

0 20 40 60

趣味などを楽しんだり、技能を深めたり
するもの（音楽、手芸、茶道、書道など）

スポーツ・レクリエーションなど
（球技、ダンス、ハイキング、格技など）

健康の維持や管理に関するもの
（健康法、ヨガ、看護や介護法など）

文化・教養的なもの（歴史、文学、演劇、文芸、
語学、パソコン操作など）

職業上必要な知識、技術などに関するもの
（仕事に関係する知識・技術、
仕事上のパソコン操作法など）

社会問題や社会の変化に対応するもの
（経済、教育、人権、男女共同参画など）

地域社会の理解や振興に関するもの（まち
づくり、伝統芸能、自然環境、人間関係など）

社会に役立つ活動に参加するための学習
（指導者としての研修、ボランティア活動など）

家庭生活の向上に関するもの（衣食住など
日常生活に関する知識や技術、消費生活など）

子どもの養育や教育に関するもの
（出産、育児、しつけなど）

その他

（%）

男性(n=63)

女性(n=73)

 
 男性の回答割合は、「スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハイキ

ング、格技など）」と「職業上必要な知識、技術などに関するもの（仕事に関係

する知識・技術、仕事上のパソコン操作法など）」がともに41.3％で最も高かっ

た。次に、「趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音楽、手芸、茶

道、書道など）」が30.2％で続いた。 

 女性の回答割合は、「趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音楽、

手芸、茶道、書道など）」が46.6％で最も高く、以下､「スポーツ・レクリエーシ

ョンなど（球技、ダンス、ハイキング、格技など）」が43.8％、「健康の維持や

管理に関するもの（健康法、ヨガ、看護や介護法など）」が39.7％などであった。 

 回答割合の開きに着目すると、男性が女性を比較的大きく上回ったのは､「職業上

必要な知識、技術などに関するもの（仕事に関係する知識・技術、仕事上のパソ

コン操作法など）」などであり、女性が男性を比較的大きく上回ったのは､「健康

の維持や管理に関するもの（健康法、ヨガ、看護や介護法など）」などであった。 
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【年代別】 

この１年間に学習した内容（年代別、複数回答）

39.5

44.7

26.3

36.8

2.6

5.3

7.9

2.6

18.4

2.6

29.2

43.8

27.1

18.8

39.6

12.5

12.5

14.6

8.3

10.4

0.0

48.0

40.0

38.0

38.0

12.0

18.0

26.0

18.0

14.0

14.0

10.0

31.6

0 20 40 60

趣味などを楽しんだり、技能を深めたり
するもの（音楽、手芸、茶道、書道など）

スポーツ・レクリエーションなど
（球技、ダンス、ハイキング、格技など）

健康の維持や管理に関するもの
（健康法、ヨガ、看護や介護法など）

文化・教養的なもの（歴史、文学、演劇、
文芸、語学、パソコン操作など）

職業上必要な知識、技術などに関するもの（仕事に関
係する知識・技術、仕事上のパソコン操作法など）

社会問題や社会の変化に対応するもの
（経済、教育、人権、男女共同参画など）

地域社会の理解や振興に関するもの
（まちづくり、伝統芸能、自然環境、人間関係など）

社会に役立つ活動に参加するための学習
（指導者としての研修、ボランティア活動など）

家庭生活の向上に関するもの（衣食住
など日常生活に関する知識や技術、消費生活など）

子どもの養育や教育に関するもの
（出産、育児、しつけなど）

その他

（%）

20～39歳（n=38）

40～59歳（n=48）

60～89歳（n=50）

 

 20～39歳の回答割合は、「スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハ

イキング、格技など）」が44.7％で最も高かった。以下、「趣味などを楽しんだ

り、技能を深めたりするもの（音楽、手芸、茶道、書道など）」が39.5％、「職

業上必要な知識、技術などに関するもの（仕事に関係する知識・技術、仕事上の

パソコン操作法など）」が36.8％などであった。 

 40～59歳の回答割合は、「スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハ

イキング、格技など）」が43.8％で最も高かった。以下、「職業上必要な知識、

技術などに関するもの（仕事に関係する知識・技術、仕事上のパソコン操作法な

ど）」が39.6％、「趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音楽、手

芸、茶道、書道など）」が29.2％などであった。 

 60～89歳の回答割合は、「趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音

楽、手芸、茶道、書道など）」が48.0％で最も高かった。以下、「スポーツ・レ

クリエーションなど（球技、ダンス、ハイキング、格技など）」が40.0％、「健

康の維持や管理に関するもの（健康法、ヨガ、看護や介護法など）」と「文化・

教養的なもの（歴史、文学、演劇、文芸、語学、パソコン操作など）」が同率で

38.0％などであった。 
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【地区別】 

（単位：％）
趣
味
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り

、
技
能
を
深
め
た
り
す
る
も
の

（
音

楽

、
手
芸

、
茶
道

、
書
道
な
ど

）

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど

（
球
技

、
ダ
ン
ス

、
ハ

イ
キ
ン
グ

、
格
技
な
ど

）

健
康
の
維
持
や
管
理
に
関
す
る
も
の

（
健
康
法

、
ヨ
ガ

、
看
護

や
介
護
法
な
ど

）

文
化
・
教
養
的
な
も
の

（
歴
史

、
文
学

、
演
劇

、
文
芸

、
語

学

、
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど

）

職
業
上
必
要
な
知
識

、
技
術
な
ど
に
関
す
る
も
の

（
仕
事
に
関

係
す
る
知
識
・
技
術

、
仕
事
上
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
法
な
ど

）

社
会
問
題
や
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
も
の

（
経
済

、
教
育

、

人
権

、
男
女
共
同
参
画
な
ど

）

地
域
社
会
の
理
解
や
振
興
に
関
す
る
も
の

（
ま
ち
づ
く
り

、
伝

統
芸
能

、
自
然
環
境

、
人
間
関
係
な
ど

）

社
会
に
役
立
つ
活
動
に
参
加
す
る
た
め
の
学
習

（
指
導
者
と
し

て
の
研
修

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

）

家
庭
生
活
の
向
上
に
関
す
る
も
の

（
衣
食
住
な
ど
日
常
生
活
に

関
す
る
知
識
や
技
術

、
消
費
生
活
な
ど

）

子
ど
も
の
養
育
や
教
育
に
関
す
る
も
の

（
出
産

、
育
児

、
し
つ

け
な
ど

）

そ
の
他

下越（n=13） 30.8 53.8 38.5 23.1 38.5 15.4 23.1 7.7 0.0 15.4 0.0

新潟（n=60） 46.7 38.3 30.0 25.0 23.3 13.3 13.3 18.3 13.3 16.7 6.7

中越（n=38） 28.9 47.4 26.3 21.1 36.8 5.3 5.3 7.9 5.3 13.2 5.3

魚沼（n=6） 50.0 33.3 50.0 50.0 33.3 16.7 33.3 0.0 0.0 16.7 0.0

上越（n=17） 41.2 47.1 41.2 47.1 23.5 17.6 29.4 17.6 11.8 5.9 0.0

佐渡（n=2） 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

この１年間に学習した内容（地区別、複数回答）

 

 

 下越地区、中越地区は、「スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハ

イキング、格技など）」との回答が最多であった。 

 新潟地区は、「趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音楽、手芸、

茶道、書道など）」との回答が最多であった。 

 上越地区は、「スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハイキング、

格技など）」と「文化・教養的なもの（歴史、文学、演劇、文芸、語学、パソコ

ン操作など）」が同率で最多であった。 

 魚沼地区、佐渡地区は回答数が少ないため、分析から割愛した。 
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４．生涯学習の目的や動機 
 

 

 

 

（１）全体 

生涯学習の目的や動機（前回調査との比較、複数回答）

17.0

7.4

24.7

40.2

4.8

3.2

31.6

28.5

4.0

8.5

9.0

0.8

2.4

24.8

8.8

16.1

42.3

8.8

2.2

29.9

21.9

2.2

13.9

10.2

0.7

0.0

0 20 40 60

職業に関する知識や技術を高めるため、
職業上(就職・転職)必要なため

資格を取るため

知識・教養を高めるため

体力づくりや健康管理のため

子どもの養育や教育に関する知識を深め
るため

衣食住などの日常生活に関する知識や技
術を高めるため

趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を
高めたりするため

高齢期の生活を豊かに過ごすため、生き
がいのため

社会の変化に対応するため

社会に役立つ活動に参加するため

友人や仲間を得るため

その他

不明

（%）

17年度調査（n=376）

20年度調査（n=137）

 

＜今回調査＞ 

 「生涯学習」を「した」と回答した 137 人に対して、その目的や動機を尋ねたと

ころ、「体力づくりや健康管理のため」との回答割合が 42.3％となり、最も高か

った。以下、「趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため」

が 29.9％、「職業に関する知識や技術を高めるため、職業上(就職・転職)必要な

ため」が 24.8％、「高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため」が 21.9％

などであった。 

 

＜前回調査との比較＞ 

 平成17年度に実施した前回調査と比較すると、増加しているのは「職業に関す

る知識や技術を高めるため、職業上(就職・転職)必要なため」が7.8㌽、「社会

に役立つ活動に参加するため」が5.4㌽などであった。一方、減少しているのは

「知識・教養を高めるため」が8.6㌽、「高齢期の生活を豊かに過ごすため、生

きがいのため」が6.6㌽などであった。 

＜問２で「生涯学習」を①「した」と回答した方にお聞きします＞ 

問４：あなたが、生涯学習を行った目的や動機は何ですか。（○は２つまで） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

 

【性別】 

生涯学習を行った目的や動機（男女別、複数回答）

33.3

11.1

36.5

4.8

1.6

30.2

14.3

1.6

25.4

7.9

1.6

17.6

6.8

12.2

47.3

12.2

2.7

29.7

28.4

2.7

4.1

12.2

0.0

20.6

0 20 40 60

職業に関する知識や技術を高めるため、
職業上(就職・転職)必要なため

資格を取るため

知識・教養を高めるため

体力づくりや健康管理のため

子どもの養育や教育に関する知識を深めるため

衣食住などの日常生活に関する
知識や技術を高めるため

趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、
技能を高めたりするため

高齢期の生活を豊かに過ごすため、
生きがいのため

社会の変化に対応するため

社会に役立つ活動に参加するため

友人や仲間を得るため

その他

（%）

男性(n=63)

女性(n=74)

 

 男性の回答割合は、「体力づくりや健康管理のため」が36.5％で最も高かった。

以下、「職業に関する知識や技術を高めるため、職業上(就職・転職)必要なため」

が33.3％、「趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため」が

30.2％などであった。 

 女性の回答割合は、「体力づくりや健康管理のため」が47.3％で最も高かった。

以下、「趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため」が29.7％、

「高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため」が28.4％などであった。 

 回答割合の開きに着目すると、男性が女性を比較的大きく上回ったのは、「社会

に役立つ活動に参加するため」、「職業に関する知識や技術を高めるため、職業

上(就職・転職)必要なため」などであり、女性が男性を比較的大きく上回ったの

は、「高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため」、「体力づくりや健

康管理のため」などであった。 
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【年代別】 

生涯学習を行った目的や動機（年代別、複数回答）

41.0

15.4

17.9

25.6

17.9

2.6

43.6

2.6

2.6

5.1

10.3

0.0

29.2

10.4

18.8

43.8

10.4

4.2

27.1

8.3

0.0

20.8

6.3

2.1

8.0

2.0

12.0

0.0

0.0

22.0

50.0

4.0

14.0

14.0

0.0

54.0

0 20 40 60

職業に関する知識や技術を高めるため、
職業上(就職・転職)必要なため

資格を取るため

知識・教養を高めるため

体力づくりや健康管理のため

子どもの養育や教育に関する知識を
深めるため

衣食住などの日常生活に関する
知識や技術を高めるため

趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、
技能を高めたりするため

高齢期の生活を豊かに過ごすため、
生きがいのため

社会の変化に対応するため

社会に役立つ活動に参加するため

友人や仲間を得るため

その他

（%）

20～39歳（n=39）

40～59歳（n=48）

60～89歳（n=50）

 

 20～39歳の回答割合は、「趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたり

するため」が43.6％で最も高かった。以下、「職業に関する知識や技術を高める

ため、職業上(就職・転職)必要なため」が41.0％、「体力づくりや健康管理のた

め」が25.6％などであった。 

 40～59歳の回答割合は、「体力づくりや健康管理のため」が43.8％で最も高かっ

た。以下、「職業に関する知識や技術を高めるため、職業上(就職・転職)必要な

ため」が29.2％、「趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするた

め」が27.1％などであった。 

 60～89歳の回答割合は、「体力づくりや健康管理のため」が54.0％で最も高かっ

た。以下、「高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため」が50.0％、「趣

味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため」が22.0％などであ

った。 

 年代が上がるにつれて、「体力づくりや健康管理のため」などは上昇し、「職業

に関する知識や技術を高めるため、職業上(就職・転職)必要なため」、「趣味、

芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため」などは低下していた。 
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【地区別】 

（単位：％）
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変
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社
会
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す
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下越（n=13） 15.4 23.1 15.4 53.8 15.4 0.0 46.2 7.7 0.0 15.4 0.0 7.7

新潟（n=61） 21.3 8.2 14.8 39.3 8.2 1.6 26.2 29.5 1.6 13.1 18.0 0.0

中越（n=38） 31.6 5.3 21.1 36.8 13.2 5.3 28.9 18.4 0.0 13.2 2.6 0.0

魚沼（n=6） 50.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 50.0 0.0 16.7 16.7 0.0

上越（n=17） 23.5 11.8 17.6 58.8 0.0 0.0 35.3 5.9 11.8 5.9 5.9 0.0

佐渡（n=2） 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

生涯学習を行った目的や動機（地区別、複数回答）

 

 

 下越地区、新潟地区、中越地区、上越地区は、「体力づくりや健康管理のため」

との回答が最多であった。中でも、下越地区、上越地区で、その回答割合は過半

数を占めた。 

 魚沼地区、佐渡地区は回答数が少ないため、分析から割愛した。 
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５．生涯学習の方法 
 

 

 

 

（１）全体 

生涯学習の方法（n=137、複数回答）

31.4

29.2

4.4

0.0

2.9

5.1

4.4

10.2

25.5

6.6

15.3

33.6

0 20 40

カルチャーセンターやスポーツクラブなどの
民間の教室や講座

公民館などでの県や市町村などが行う
学級・講座

学校（大学・短大・専修学校・専門学校・
高等学校等）の講座

同好者が自主的に行っている集まりや
サークル活動

放送大学に入学

図書館・博物館・美術館の公開講座

民間の通信教育

ラジオやテレビの講座

パソコンやインターネットを通じて

個人教授（習い事など）

自宅での学習活動
（新聞・雑誌等の出版物を利用）

その他

（%）

 

 

 「生涯学習」を「した」と回答した 137 人に対して、この１年間、主にどんな方

法で「生涯学習」を行ったか尋ねたところ、「同好者が自主的に行っている集ま

りやサークル活動」との回答割合が 33.6％となり、最も高かった。以下、「カル

チャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教室や講座」が 31.4％、「公民館

などでの県や市町村などが行う学級・講座」が 29.2％、「自宅での学習活動（新

聞・雑誌等の出版物を利用）」が 25.5％などであった。 

＜問２で「生涯学習」を①「した」と回答した方にお聞きします＞ 

問５：あなたはこの１年間、主にどんな方法で学習を行いましたか。（○は３つまで） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

 

【性別】 

生涯学習の方法（男女別、複数回答）

22.2

22.2

1.6

36.5

0.0

4.8

4.8

4.8

23.8

4.8

34.9

4.8

39.2

35.1

6.8

31.1

0.0

1.4

5.4

4.1

8.1

14.9

17.6

8.1

0 20 40 60

カルチャーセンターやスポーツクラブなどの
民間の教室や講座

公民館などでの県や市町村などが行う
学級・講座

学校（大学・短大・専修学校・専門学校・
高等学校等）の講座

同好者が自主的に行っている集まりや
サークル活動

放送大学に入学

図書館・博物館・美術館の公開講座

民間の通信教育

ラジオやテレビの講座

パソコンやインターネットを通じて

個人教授（習い事など）

自宅での学習活動
（新聞・雑誌等の出版物を利用）

その他

（%）

男性(n=63)

女性(n=74)

 

 

 男性の回答割合は、「同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動」が

36.5％で最も高かった。以下、「自宅での学習活動（新聞・雑誌等の出版物を利

用）」が34.9％、「パソコンやインターネットを通じて」が23.8％などであった。 

 女性の回答割合は、「カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教室や

講座」が39.2％で最も高かった。以下、「公民館などでの県や市町村などが行う

学級・講座」が35.1％、「同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動」

が31.1％などであった。 

 回答割合の開きに着目すると、男性が女性を比較的大きく上回ったのは、「自宅

での学習活動（新聞・雑誌等の出版物を利用）」、「パソコンやインターネット

を通じて」などであり、女性が男性を比較的大きく上回ったのは、「カルチャー

センターやスポーツクラブなどの民間の教室や講座」、「公民館などでの県や市

町村などが行う学級・講座」などであった。 
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【年代別】 

生涯学習の方法（年代別、複数回答）

33.3

17.9

10.3

23.1

0.0

2.6

12.8

0.0

15.4

7.7

25.6

10.3

37.5

25.0

4.2

31.3

0.0

2.1

4.2

6.3

20.8

10.4

25.0

6.3

24.0

42.0

0.0

44.0

0.0

4.0

0.0

6.0

10.0

12.0

26.0

4.0

0 20 40 60

カルチャーセンターやスポーツクラブなどの
民間の教室や講座

公民館などでの県や市町村などが行う
学級・講座

学校（大学・短大・専修学校・専門学校・
高等学校等）の講座

同好者が自主的に行っている集まりや
サークル活動

放送大学に入学

図書館・博物館・美術館の公開講座

民間の通信教育

ラジオやテレビの講座

パソコンやインターネットを通じて

個人教授（習い事など）

自宅での学習活動
（新聞・雑誌等の出版物を利用）

その他

（%）

20～39歳（n=39）

40～59歳（n=48）

60～89歳（n=50）

 

 

 20～39歳の回答割合は、「カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教

室や講座」が33.3％で最も高かった。次に「自宅での学習活動（新聞・雑誌等の

出版物を利用）」が25.6％で続いた。 

 40～59歳の回答割合は、「カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教

室や講座」が37.5％で最も高かった。次に「同好者が自主的に行っている集まり

やサークル活動」が31.3％で続いた。 

 60～89歳の回答割合は、「同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動」

が44.0％で最も高かった。次に「公民館などでの県や市町村などが行う学級・講

座」が42.0％で続いた。 

 年代が上がるにつれて回答割合が上昇した項目は、「公民館などでの県や市町村

などが行う学級・講座」、「同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動」

などであった。 
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【地区別】 

（単位：％）
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

や
ス
ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ
な
ど
の
民
間
の
教
室
や
講
座

公
民
館
な
ど
で
の
県
や
市
町
村
な
ど
が

行
う
学
級
・
講
座

学
校

（
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
・
専

門
学
校
・
高
等
学
校
等

）
の
講
座

同
好
者
が
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
集
ま

り
や
サ
ー

ク
ル
活
動

放
送
大
学
に
入
学

図
書
館
・
博
物
館
・
美
術
館
の
公
開
講

座 民
間
の
通
信
教
育

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
講
座

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
を
通
じ

て 個
人
教
授

（
習
い
事
な
ど

）

自
宅
で
の
学
習
活
動

（
新
聞
・
雑
誌
等

の
出
版
物
を
利
用

）

そ
の
他

下越（n=13） 46.2 23.1 15.4 38.5 0.0 7.7   23.1 0.0 15.4 15.4 7.7   7.7   

新潟（n=61） 31.1 23.0 4.9   32.8 0.0 0.0 3.3   4.9   11.5 6.6   32.8 8.2   

中越（n=38） 26.3 36.8 0.0 36.8 0.0 7.9   5.3   5.3   15.8 7.9   13.2 5.3   

魚沼（n=6） 16.7 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 50.0 0.0

上越（n=17） 41.2 35.3 5.9   29.4 0.0 0.0 0.0 5.9   23.5 17.6 29.4 5.9   

佐渡（n=2） 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

生涯学習の方法（地区別、複数回答）

 

 

 下越地区、上越地区は、「カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教

室や講座」との回答が最多であった。 

 新潟地区は、「同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動」と「自宅で

の学習活動（新聞・雑誌等の出版物を利用）」が同率で最多となった。 

 中越地区は、「公民館などでの県や市町村などが行う学級・講座」と「同好者が

自主的に行っている集まりやサークル活動」が同率で最多となった。 

 魚沼地区、佐渡地区は回答数が少ないため、分析から割愛した。 
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６．生涯学習の成果活用 
 

 

 

 

 

（１）全体 

生涯学習の成果活用（n=137）

その他
4.4%

役立てようとは
思わなかった
19.0%

役立てる機会
がなかった
21.9%

役立てている
54.7%

 

 

 「生涯学習」を「した」と回答した137人に対して、学習を通じて身につけた知識・

技能や経験を、家庭や職場以外の地域社会に役立てているか尋ねたところ、「役

立てている」との回答は54.7％となり、回答者の過半数を占めた。一方、「役立

てる機会がなかった」は21.9％、「役立てようとは思わなかった」は19.0％であ

った。なお、「その他」は4.4％であった。 

 

＜問２で「生涯学習」を①「した」と回答した方にお聞きします＞ 

問６：あなたは、その学習を通じて身につけた知識・技能や経験を、ご家庭や職場以外の地

域社会で役立てましたか。（○は１つだけ） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

生涯学習の成果活用（属性別）

54.7

61.9

48.6

48.7

52.1

62.0

53.8

59.0

47.4

66.7

47.1

100.0

21.9

17.5

25.7

33.3

22.9

12.0

30.8

14.8

31.6

29.4

19.0

17.5

20.3

17.9

18.8

20.0

15.4

21.3

18.4

16.7

17.6

16.7

5.9

2.6

6.0

3.2

4.4

5.4

6.3

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（除不明、n=137）

【性別】

男性（n=63）

女性（n=74）

【年代別】

20～39歳（n=39）

40～59歳（n=48）

60～89歳（n=50）

【地区別】

下越（n=13）

新潟（n=61）

中越（n=38）

魚沼（n=6）

上越（n=17）

佐渡（n=2）

役立てている 役立てる機会がなかった

役立てようとは思わなかった その他

 

 

 男女別に見ると、「役立てている」との回答割合は男性が61.9％、女性が48.6％

となり、男性の方が13.3㌽高かった。 

 年代別に見ると、「役立てている」との回答割合は20～39歳が48.7％、40～59歳

が52.1％、60～89歳が62.0％となり、年代が上がるにつれて上昇している。 

 地区別に見ると、「役立てている」との回答割合は新潟地区で59.0％と回答の６

割近かった。下越、中越、上越地区では、「役立てる機会がなかった」との回答

が回答の約３割を占め、比較的高かった。 

 魚沼地区と佐渡地区は回答数が少ないため、分析から割愛した。 
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６－１．成果活用の阻害要因 
 

 

 

 

（１）全体 

成果活用の阻害要因（n=30、複数回答）

3.3

3.3

26.7

3.3

66.7

6.7

0.0

13.3

0 20 40 60 80

活動を行うための適当な施設・設備がない

人材バンク等に登録しているが要請がな
い

活動を行う意欲はあるが、
やり方や方法など情報がない

仕事や家庭の都合で時間がとれない

活動を行う仲間がいない

まだ活用できるレベルに達していない

その他

わからない

（%）

 
 

 問６で「役立てる機会がなかった」と回答した30人に対して、その理由を尋ねた

ところ、「まだ活用できるレベルに達していない」との割合が66.7％で最も高く、

回答の３分の２を占めた。以下、「仕事や家庭の都合で時間がとれない」が26.7％、

「活動を行う意欲はあるが、やり方や方法など情報がない」が13.3％などであっ

た。なお、「その他」は6.7％であった。 

 

＜問６で②「役立てる機会がなかった」と回答した方にお聞きします＞ 

問６－１：役立てる機会がなかった理由は何ですか。（○は２つまで） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

 

【性別】 

成果活用の阻害要因（男女別、複数回答）

9.1

0.0

9.1

45.5

0.0

0.0

0.0

0.0

5.3

15.8

15.8

5.3

73.7

0.0

54.5

10.5

0 20 40 60 80 100

活動を行うための適当な施設・設備がない

人材バンク等に登録しているが要請がない

活動を行う意欲はあるが、
やり方や方法など情報がない

仕事や家庭の都合で時間がとれない

活動を行う仲間がいない

まだ活用できるレベルに達していない

その他

わからない

（%）

男性(n=11)

女性(n=19)

 

 

 男性の回答割合は、「まだ活用できるレベルに達していない」が54.5％で最も高

かった。以下、「仕事や家庭の都合で時間がとれない」が45.5％、「活動を行う

ための適当な施設・設備がない」と「活動を行う意欲はあるが、やり方や方法な

ど情報がない」がともに9.1％などであった。 

 女性の回答割合も、「まだ活用できるレベルに達していない」が73.7％で最も高

かった。以下、「活動を行う意欲はあるが、やり方や方法など情報がない」と「仕

事や家庭の都合で時間がとれない」がともに15.8％などであった。 

 「まだ活用できるレベルに達していない」の割合は、男女とも回答者の過半数を

占めた。 

 回答割合の開きに着目すると、男性が女性を比較的大きく上回っていたのは「仕

事や家庭の都合で時間がとれない」などであり、女性が男性を比較的大きく上回

っていたのは「まだ活用できるレベルに達していない」などであった。 
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【年代別】 

成果活用の阻害要因（年代別、複数回答）

7.7

0.0

15.4

23.1

7.7

53.8

7.7

0.0

0.0

0.0

9.1

18.2

0.0

81.8

0.0

0.0

0.0

16.7

16.7

50.0

0.0

66.7

16.7

0.0

0 20 40 60 80 100

活動を行うための適当な施設・設備がない

人材バンク等に登録しているが要請がない

活動を行う意欲はあるが、
やり方や方法など情報がない

仕事や家庭の都合で時間がとれない

活動を行う仲間がいない

まだ活用できるレベルに達していない

その他

わからない

（%）

20～39歳（n=13）

40～59歳（n=11）

60～89歳（n=6）

 

 

 20～39歳の回答割合は、「まだ活用できるレベルに達していない」が53.8％で最

も高かった。以下、「仕事や家庭の都合で時間がとれない」が23.1％、「活動を

行う意欲はあるが、やり方や方法など情報がない」が15.4％などであった。 

 40～59歳の回答割合は、「まだ活用できるレベルに達していない」が81.8％で最

も高かった。次に、「仕事や家庭の都合で時間がとれない」が18.2％で続いた。 

 60～89歳（ただし、回答数６件）の回答割合は、「まだ活用できるレベルに達し

ていない」が66.7％で最も高かった。次に、「仕事や家庭の都合で時間がとれな

い」が50.0％で続いた。 

 各年代とも「まだ活用できるレベルに達していない」が１位、「仕事や家庭の都

合で時間がとれない」が２位で共通しており、「まだ活用できるレベルに達して

いない」の割合は回答の過半数を占めた。 

 

 

【地区別】 

 どの地区も回答数が少数のため、地区別の分析は割愛した。 
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７．学習しなかった理由 
 

 

 

 

（１）全体 

学習をしなかった理由（n=165、複数回答）

60.6

6.7

10.3

15.8

9.1

15.2

18.8

8.5

1.8

1.2

33.3

5.5

0.0

12.7

4.2

2.4

0 20 40 60 80

仕事や家事が忙しくて学習の時間がとれなかった

子育てや介護で学習の時間がとれない

自分にあった学習内容の講座や教室などがなかった

学習の仕方、方法がわからない

一緒に学習する仲間がいない

学習を行う時期や時間が合わなかった

費用がかかる

学習する場所が遠かったり、不便だったりした

自分に適した指導者や講師に出会わなかった

家族や職場の理解が得られにくい

どこでどのような学習ができるのか、学習の機会など
に関する情報が不足している

学習しても、成果を生かせる機会や場がない

学習しても評価されず、何の利益にもならない

学習に関心がない。学習する必要性を特に感じない。

その他

不明

(%)

 

 

 「生涯学習」を「しなかった」と回答した165人に対して、その理由を尋ねたとこ

ろ、「仕事や家事が忙しくて学習の時間がとれなかった」との回答割合が60.6％

で最も高かった。以下、「どこでどのような学習ができるのか、学習の機会など

に関する情報が不足している」が33.3％、「費用がかかる」が18.8％などであっ

た。 

＜問２で、「生涯学習」を②「しなかった」と回答した方にお聞きします＞ 

問７：あなたが学習しなかった主な理由は何ですか。（○は３つまで） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

 

【性別】 

生涯学習をしなかった理由（男女別、複数回答）

62.7

5.3

13.3

14.7

4.0

13.3

12.0

9.3

2.7

1.3

34.7

2.7

0.0

18.7

4.0

61.6

8.1

8.1

17.4

14.0

17.4

25.6

8.1

1.2

1.2

33.7

8.1

0.0

8.1

4.7

0 20 40 60 80

仕事や家事が忙しくて学習の時間がとれなかった

子育てや介護で学習の時間がとれない

自分にあった学習内容の講座や教室などがなかっ
た

学習の仕方、方法がわからない

一緒に学習する仲間がいない

学習を行う時期や時間が合わなかった

費用がかかる

学習する場所が遠かったり、不便だったりした

自分に適した指導者や講師に出会わなかった

家族や職場の理解が得られにくい

どこでどのような学習ができるのか、
学習の機会などに関する情報が不足している

学習しても、成果を生かせる機会や場がない

学習しても評価されず、何の利益にもならない

学習に関心がない。
学習する必要性を特に感じない。

その他

（%）

男性(n=75)

女性(n=86)

 

 

 男性の回答割合は、「仕事や家事が忙しくて学習の時間がとれなかった」が62.7％

で最も高かった。以下、「どこでどのような学習ができるのか、学習の機会など

に関する情報が不足している」が34.7％、「学習に関心がない。学習する必要性

を特に感じない。」が18.7％などであった。 

 女性の回答割合も、「仕事や家事が忙しくて学習の時間がとれなかった」が61.6％

で最も高かった。以下、「どこでどのような学習ができるのか、学習の機会など

に関する情報が不足している」が33.7％、「費用がかかる」が25.6％などであっ

た。 

 男女とも上位２項目は同一であった。 

 回答割合の開きに着目すると、男性が女性を比較的大きく上回っていたのは「学

習に関心がない。学習する必要性を特に感じない。」などであり、女性が男性を

比較的大きく上回っていたのは「費用がかかる」などであった。 
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【年代別】 

生涯学習をしなかった理由（年代別、複数回答）

53.1

16.3

8.2

20.4

8.2

16.3

22.4

10.2

0.0

0.0

44.9

2.0

0.0

10.2

0.0

77.5

2.8

9.9

11.3

9.9

16.9

19.7

7.0

0.0

2.8

33.8

4.2

0.0

9.9

1.4

46.3

2.4

14.6

19.5

9.8

12.2

14.6

9.8

7.3

0.0

22.0

12.2

0.0

22.0

14.6

0 20 40 60 80 100

仕事や家事が忙しくて学習の時間がとれなかった

子育てや介護で学習の時間がとれない

自分にあった学習内容の講座や教室などがなかった

学習の仕方、方法がわからない

一緒に学習する仲間がいない

学習を行う時期や時間が合わなかった

費用がかかる

学習する場所が遠かったり、不便だったりした

自分に適した指導者や講師に出会わなかった

家族や職場の理解が得られにくい

どこでどのような学習ができるのか、
学習の機会などに関する情報が不足している

学習しても、成果を生かせる機会や場がない

学習しても評価されず、何の利益にもならない

学習に関心がない。
学習する必要性を特に感じない。

その他

（%）

20～39歳（n=49）

40～59歳（n=71）

60～89歳（n=41）

 

 

 20～39歳の回答割合は、「仕事や家事が忙しくて学習の時間がとれなかった」が

53.1％で最も高かった。以下、「どこでどのような学習ができるのか、学習の機

会などに関する情報が不足している」が44.9％で続いた。 

 40～59歳の回答割合も、「仕事や家事が忙しくて学習の時間がとれなかった」が

77.5％で最も高かった。以下、「どこでどのような学習ができるのか、学習の機

会などに関する情報が不足している」が33.8％で続いた。 

 60～89歳の回答割合でも、「仕事や家事が忙しくて学習の時間がとれなかった」

が46.3％で最も高かった。以下、「どこでどのような学習ができるのか、学習の

機会などに関する情報が不足している」と「学習に関心がない。学習する必要性

を特に感じない。」が22.0％で続いた。 

 年代が上がるにつれて低下している項目は、「どこでどのような学習ができるの

か、学習の機会などに関する情報が不足している」などであった。 
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【地区別】 

（単位：％）
仕
事
や
家
事
が
忙
し
く
て
学
習
の
時
間
が
と
れ
な
か

っ
た

子
育
て
や
介
護
で
学
習
の
時
間
が
と
れ
な
い

自
分
に
あ

っ
た
学
習
内
容
の
講
座
や
教
室
な
ど
が
な
か

っ
た

学
習
の
仕
方

、
方
法
が
わ
か
ら
な
い

一
緒
に
学
習
す
る
仲
間
が
い
な
い

学
習
を
行
う
時
期
や
時
間
が
合
わ
な
か

っ
た

費
用
が
か
か
る

学
習
す
る
場
所
が
遠
か

っ
た
り

、
不
便
だ

っ
た
り
し
た

自
分
に
適
し
た
指
導
者
や
講
師
に
出
会
わ
な
か

っ
た

家
族
や
職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い

ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
学
習
が
で
き
る
の
か

、
学
習
の
機
会
な
ど
に

関
す
る
情
報
が
不
足
し
て
い
る

学
習
し
て
も

、
成
果
を
生
か
せ
る
機
会
や
場
が
な
い

学
習
し
て
も
評
価
さ
れ
ず

、
何
の
利
益
に
も
な
ら
な
い

学
習
に
関
心
が
な
い

。
学
習
す
る
必
要
性
を
特
に
感
じ
な
い

。

そ
の
他

下越（n=15） 66.7 6.7   6.7   20.0 13.3 0.0 13.3 6.7   0.0 6.7   33.3 0.0 0.0 13.3 0.0

新潟（n=57） 52.6 8.8   10.5 12.3 5.3   14.0 24.6 10.5 1.8   0.0 38.6 3.5   0.0 14.0 7.0   

中越（n=47） 70.2 4.3   10.6 17.0 2.1   14.9 17.0 8.5   2.1   2.1   23.4 6.4   0.0 14.9 6.4   

魚沼（n=15） 60.0 6.7   6.7   13.3 40.0 20.0 26.7 6.7   0.0 0.0 33.3 6.7   0.0 20.0 0.0

上越（n=20） 65.0 10.0 15.0 25.0 5.0   20.0 10.0 10.0 5.0   0.0 50.0 15.0 0.0 5.0   0.0

佐渡（n=7） 71.4 0.0 14.3 14.3 28.6 42.9 14.3 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0

生涯学習をしなかった理由（地区別、複数回答）

 

 全ての地区で「仕事や家事が忙しくて学習の時間がとれなかった」との回答が最

多となり、その割合はいずれも回答の過半数を占めた（ただし、佐渡地区回答数

７件）。 
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＜ 今後の生涯学習を行う意向について ＞ 

 

８．生涯学習への意欲 
 

 

 

 

（１）全体 

生涯学習に対する今後の意向（n=302）

新たに始めた
り、続けたりす
る気持ちがあ
る
68.5%

学習したい
が、いろいろな
事情で、できな
いと思う
23.8%

しようとは
思わない
6.3%

不明
1.3%

 
 

 今後、生涯学習を新たに始めたり、続けたりする気持ちがあるか尋ねたところ、

「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」との割合が68.5％で最も高く、

回答の３分の２を超えた。一方、「学習したいが、いろいろな事情で、できない

と思う」は23.8％、「しようとは思わない」は6.3％であった。なお、不明は1.3％

であった。 

問８：あなたは今後、生涯学習を新たに始めたり、続けたりする気持ちはありますか。 

（○は１つだけ） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

生涯学習に対する今後の意向（属性別）

69.5

66.9

71.7

69.7

73.1

64.4

85.7

76.9

58.1

63.6

69.4

44.4

24.2

25.9

22.6

28.1

21.8

23.3

7.1

36.0

27.3

25.0

55.6

6.4

7.2

5.7

5.0

12.2

7.1

6.8

5.8

9.1

5.6

16.2

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（除不明、n=298）

【性別】

男性（n=139）

女性（n=159）

【年代別】

20～39歳（n=89）

40～59歳（n=119）

60～89歳（n=90）

【地区別】

下越（n=28）

新潟（n=117）

中越（n=86）

魚沼（n=22）

上越（n=36）

佐渡（n=9）

新たに始めたり、続けたりする気持ちがある

学習したいが、いろいろな事情で、できないと思う

しようと思わない

 

 男女別に見ると、「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」との回答割合

は、男性が66.9％、女性が71.7％で、女性の方が高かった。 

 年代別に見ると、「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」との回答割合

は、20～39歳で69.7％、40～59歳で73.1％、60～89歳で64.4％となり、40～59歳

が最も高かった。 

 地区別に見ると、「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」との回答割合

が下越地区で85.7％と高かった一方、佐渡地区（ただし、回答数９件）では44.4％

に止まるなど、地区により回答割合に開きが見られた。 
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９．学ぶ環境の整備度 
 

 

 

 

 

（１）全体 

学ぶ環境の整備度（n=207）

整っていない
と思う
1.9%

わからない
9.2%

不明
2.4%

あまり整ってい
ないと思う
28.5%

ある程度整っ
ていると思う
50.2%

整っていると
思う
7.7%

 

 

 問８で「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」と回答した207人に対し、

現在、学びたいと思うものを学ぶ環境（学ぶ場や情報など）は整っているか尋ね

たところ、「整っていると思う」は回答の7.7％、「ある程度整っていると思う」

は50.2％であり、合わせると57.9％であった。一方、「あまり整っていないと思

う」は28.5％、「整っていないと思う」は1.9％であった。なお、「わからない」

は9.2％、不明が2.4％であった。 

 

＜問８で①「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」と回答した方にお聞きします＞

問９：あなたは現在、学びたいと思うものを学ぶ環境（学ぶ場や情報など）は整っていると

思いますか。（○は１つだけ） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

学ぶ環境の整備度（属性別）

7.9

9.9

6.3

8.1

6.0

10.7

13.0

8.0

12.0

51.5

49.5

53.2

46.8

41.7

71.4

43.5

53.4

54.0

42.9

56.0

29.2

30.8

27.9

40.3

32.1

12.5

34.8

23.9

26.0

42.9

36.0

100.0

9.4

7.7

10.8

15.5

11.4

8.0

14.3

8.0

3.4

4.3

4.8

1.8

2.2

2.0

4.3

4.8

5.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（除不明、n=202）

【性別】

男性（n=91）

女性（n=111）

【年代別】

20～39歳（n=62）

40～59歳（n=84）

60～89歳（n=56）

【地区別】

下越（n=23）

新潟（n=88）

中越（n=50）

魚沼（n=14）

上越（n=25）

佐渡（n=2）

整っていると思う ある程度整っていると思う
あまり整っていないと思う 整っていないと思う
わからない

 

 男女別に見ると、「整っていると思う」との回答割合は男性が9.9％であり、女性

の6.3％を上回った。 

 年代別に見ると、「整っていると思う」と「ある程度整っていると思う」を合わ

せた割合は60～89歳で回答の８割を超えた。また、「あまり整っていないと思う」

の割合は年代が上がるにつれて低下していた。 

 地区別に見ると、「整っていると思う」との回答割合は魚沼地区、上越地区、佐

渡地区（ただし、回答数２件）はゼロ％であった。 
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10．生涯学習への希望等 

 

 

 

 

（１）全体 

今後行いたい生涯学習（n=207、複数回答）

42.5

27.5

10.1

22.7

9.2

10.1

8.2

6.3

6.8

3.4

1.0

31.9

0 20 40 60

趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの
（音楽、手芸、茶道、書道など）

スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハ
イキング、格技など）

健康の維持や管理に関するもの（健康法、ヨガ、
看護や介護法など）

文化・教養的なもの（歴史、文学、演劇、文芸な
ど）

職業上必要な知識、技術などに関するもの（仕
事に関係する知識・技術など）

社会問題や社会の変化に対応するもの（経済、
教育、人権、男女共同参画など）

地域社会の理解や振興に関するもの（まちづく
り、伝統芸能、自然環境、人間関係など）

社会に役立つ活動に参加するための学習（指導
者としての研修、ボランティア活動など）

家庭生活の向上に関するもの（衣食住など日常
生活に関する知識や技術、消費生活など）

子どもの養育や教育に関するもの（出産、育児、
しつけなど）

その他

不明

（%）

 

 

 問８で、「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」と回答した207人に対し、

今後、主にどんな内容の生涯学習を希望するか尋ねたところ、「趣味などを楽し

んだり、技能を深めたりするもの（音楽、手芸、茶道、書道など）」との回答割

合が42.5％となり、最も高かった。以下、「健康の維持や管理に関するもの（健

康法、ヨガ、看護や介護法など）」が31.9％、「スポーツ・レクリエーションな

ど（球技、ダンス、ハイキング、格技など）」が27.5％などであった。 

＜問８で①「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」と回答した方にお聞きします＞

問10：あなたが今後学習を行う場合、主にどんな内容を希望しますか。（○は２つまで） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

 

【性別】 

今後行いたい生涯学習（男女別、複数回答）

32.6

29.3

29.3

14.1

25.0

10.9

16.3

9.8

3.3

3.3

2.2

51.3

26.5

34.5

7.1

21.2

8.0

5.3

7.1

8.8

9.7

4.4

0 20 40 60

趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの
（音楽、手芸、茶道、書道など）

スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、
ハイキング、格技など）

健康の維持や管理に関するもの（健康法、ヨ
ガ、看護や介護法など）

文化・教養的なもの（歴史、文学、演劇、文芸な
ど）

職業上必要な知識、技術などに関するもの（仕
事に関係する知識・技術など）

社会問題や社会の変化に対応するもの（経済、
教育、人権、男女共同参画など）

地域社会の理解や振興に関するもの（まちづく
り、伝統芸能、自然環境、人間関係など）

社会に役立つ活動に参加するための学習（指
導者としての研修、ボランティア活動など）

家庭生活の向上に関するもの（衣食住など日常
生活に関する知識や技術、消費生活など）

子どもの養育や教育に関するもの（出産、育
児、しつけなど）

その他

（%）

男性(n=92)

女性(n=113)

 

 男性の回答割合は、「趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音楽、

手芸、茶道、書道など）」との回答割合が32.6％で最も高かった。以下、「スポ

ーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハイキング、格技など）」と「健

康の維持や管理に関するもの（健康法、ヨガ、看護や介護法など）」がともに29.3％

などであった。 

 女性の回答割合も、「趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音楽、

手芸、茶道、書道など）」との回答割合が51.3％で最も高かった。以下、「健康

の維持や管理に関するもの（健康法、ヨガ、看護や介護法など）」が34.5％、「ス

ポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハイキング、格技など）」が26.5％

などであった。 

 10.0㌽以上の回答割合の開きに着目すると、男性が女性を上回っていたのは「地

域社会の理解や振興に関するもの（まちづくり、伝統芸能、自然環境、人間関係

など）」であり、女性が男性を上回っていたのは「趣味などを楽しんだり、技能

を深めたりするもの（音楽、手芸、茶道、書道など）」であった。 
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【年代別】 

今後行いたい生涯学習（年代別、複数回答）

29.5

34.4

21.3

9.8

37.7

4.9

6.6

11.5

0.0

16.4

6.6

45.3

26.7

36.0

5.8

24.4

10.5

9.3

8.1

9.3

3.5

2.3

22.4

37.9

17.2

5.2

12.1

15.5

5.2

8.6

1.7

1.7

53.4

0 20 40 60

趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの
（音楽、手芸、茶道、書道など）

スポーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハ
イキング、格技など）

健康の維持や管理に関するもの（健康法、ヨガ、
看護や介護法など）

文化・教養的なもの（歴史、文学、演劇、文芸な
ど）

職業上必要な知識、技術などに関するもの（仕
事に関係する知識・技術など）

社会問題や社会の変化に対応するもの（経済、
教育、人権、男女共同参画など）

地域社会の理解や振興に関するもの（まちづく
り､伝統芸能､自然環境､人間関係など）

社会に役立つ活動に参加するための学習（指導
者としての研修、ボランティア活動など）

家庭生活の向上に関するもの（衣食住など日常
生活に関する知識や技術、消費生活など）

子どもの養育や教育に関するもの（出産、育児、
しつけなど）

その他

（%）

20～39歳（n=61）

40～59歳（n=86）

60～89歳（n=58）

 

 20～39歳の回答割合は、「職業上必要な知識、技術などに関するもの（仕事に関

係する知識・技術など）」との回答割合が37.7％で最も高かった。以下、「スポ

ーツ・レクリエーションなど（球技、ダンス、ハイキング、格技など）」が34.4％、

「趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音楽、手芸、茶道、書道な

ど）」が29.5％などであった。 

 40～59歳の回答割合は、「趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音

楽、手芸、茶道、書道など）」が45.3％で最も高かった。以下、「健康の維持や

管理に関するもの（健康法、ヨガ、看護や介護法など）」が36.0％、「スポーツ・

レクリエーションなど（球技、ダンス、ハイキング、格技など）」が26.7％など

であった。 

 60～89歳の回答割合は、「趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音

楽、手芸、茶道、書道など）」が53.4％で最も高かった。以下、「健康の維持や

管理に関するもの（健康法、ヨガ、看護や介護法など）」が37.9％、「スポーツ・

レクリエーションなど（球技、ダンス、ハイキング、格技など）」が22.4％など

であった。 
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【地区別】 

（単位：％）
趣
味
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り

、
技
能
を
深
め
た
り
す
る
も
の

（
音
楽

、
手
芸

、
茶
道

、
書
道
な
ど

）

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど

（
球
技

、
ダ
ン
ス

、

ハ
イ
キ
ン
グ

、
格
技
な
ど

）

健
康
の
維
持
や
管
理
に
関
す
る
も
の

（
健
康
法

、
ヨ
ガ

、
看

護
や
介
護
法
な
ど

）

文
化
・
教
養
的
な
も
の

（
歴
史

、
文
学

、
演
劇

、
文
芸
な

ど

）

職
業
上
必
要
な
知
識

、
技
術
な
ど
に
関
す
る
も
の

（
仕
事
に

関
係
す
る
知
識
・
技
術
な
ど

）

社
会
問
題
や
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
も
の

（
経
済

、
教

育

、
人
権

、
男
女
共
同
参
画
な
ど

）

地
域
社
会
の
理
解
や
振
興
に
関
す
る
も
の

（
ま
ち
づ
く
り

、

伝
統
芸
能

、
自
然
環
境

、
人
間
関
係
な
ど

）

社
会
に
役
立
つ
活
動
に
参
加
す
る
た
め
の
学
習

（
指
導
者
と

し
て
の
研
修

、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

）

家
庭
生
活
の
向
上
に
関
す
る
も
の

（
衣
食
住
な
ど
日
常
生
活

に
関
す
る
知
識
や
技
術

、
消
費
生
活
な
ど

）

子
ど
も
の
養
育
や
教
育
に
関
す
る
も
の

（
出
産

、
育
児

、
し

つ
け
な
ど

）

そ
の
他

下越（n=24） 45.8 37.5 37.5 16.7 20.8 4.2   4.2   8.3   4.2   4.2   0.0

新潟（n=88） 46.6 27.3 34.1 5.7   18.2 9.1   11.4 9.1   4.5   8.0   3.4   

中越（n=50） 32.0 28.0 20.0 14.0 26.0 10.0 14.0 12.0 10.0 6.0   6.0   

魚沼（n=14） 64.3 14.3 50.0 7.1   42.9 7.1   7.1   0.0 7.1   0.0 0.0

上越（n=25） 36.0 32.0 32.0 16.0 24.0 16.0 4.0   4.0   8.0   12.0 4.0   

佐渡（n=4） 50.0 0.0 50.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

今後行いたい生涯学習（地区別、複数回答）

 

 

 佐渡を除く全ての地区で、「趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの（音

楽、手芸、茶道、書道など）」との回答が最も高かった。 
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11．今後の生涯学習の目的・希望 

 

 

 

 

 

（１）全体 

今後の生涯学習の目的や希望（前回調査との比較、複数回答）

17.0

7.2

25.5

41.9

2.6

5.3

32.5

32.5

4.2

8.7

8.1

1.3

3.2

14.0

7.2

21.7

42.5

5.3

3.4

25.6

34.3

8.7

10.6

8.7

1.4

1.0

0 20 40 60

職業に関する知識や技術を高めるため、職
業上(就職・転職)必要なため

資格を取るため

知識・教養を高めるため

体力づくりや健康管理のため

子どもの養育や教育に関する知識を深める
ため

衣食住などの日常生活に関する知識や技術
を高めるため

趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を
高めたりするため

高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きが
いのため

社会の変化に対応するため

社会に役立つ活動に参加するため

友人や仲間を得るため

その他

不明

（%）

17年度調査（n=530）

20年度調査（n=207）

 
＜今回調査＞ 

 問８で、「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」と回答した207人に対し

て、その主な目的や動機について尋ねたところ、「体力づくりや健康管理のため」

との回答割合が42.5％で最も高く、以下、「高齢期の生活を豊かに過ごすため、

生きがいのため」が34.3％、「趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高め

たりするため」が25.6％、「知識・教養を高めるため」が21.7％などであった。 

 

＜前回調査との比較＞ 

 平成17年度に実施した前回調査と比較すると、「社会の変化に対応するため」

は4.5㌽増加した一方、「趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたり

するため」が6.9㌽減少した。 

 

＜問８で①「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」と回答した方にお聞きします＞

問11：あなたが学習を新たに始めたり、続けたりする主な目的や動機は何ですか。 

（○は２つまで） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

 

【性別】 

今後の生涯学習の目的や動機（男女別、複数回答）

15.2

7.6

20.7

41.3

2.2

25.0

34.8

12.0

18.5

7.6

0.0

13.3

7.1

23.0

44.2

4.4

26.5

34.5

6.2

4.4

9.7

2.7

2.2

8.0

0 20 40 60

職業に関する知識や技術を高めるため、
職業上(就職・転職)必要なため

資格を取るため

知識・教養を高めるため

体力づくりや健康管理のため

子どもの養育や教育に関する知識を
深めるため

衣食住などの日常生活に関する
知識や技術を高めるため

趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、
技能を高めたりするため

高齢期の生活を豊かに過ごすため、
生きがいのため

社会の変化に対応するため

社会に役立つ活動に参加するため

友人や仲間を得るため

その他

（%）

男性(n=92)

女性(n=113)

 

 男性の回答割合は、「体力づくりや健康管理のため」が41.3％で最も高かった。

以下、「高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため」が34.8％、「趣味、

芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため」が25.0％、「知識・教

養を高めるため」が20.7％などであった。 

 女性の回答割合も、「体力づくりや健康管理のため」が44.2％で最も高かった。

以下、「高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため」が34.5％、「趣味、

芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため」が26.5％、「知識・教

養を高めるため」が23.0％などであった。 

 男女とも上位４項目は同一であった。 

 回答割合の開きに着目すると、「社会に役立つ活動に参加するため」との回答は

男性が女性を14.1㌽上回っていた。 
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【年代別】 

今後の生涯学習の目的や動機（年代別、複数回答）

23.0

11.5

32.8

13.1

3.3

34.4

4.9

8.2

4.9

14.8

1.6

16.3

9.3

23.3

48.8

3.5

5.8

22.1

32.6

5.8

14.0

3.5

1.2

1.7

0.0

13.8

44.8

0.0

0.0

22.4

13.8

12.1

10.3

1.7

27.9

69.0

0 20 40 60 80

職業に関する知識や技術を高めるため、
職業上（就職・転職）必要なため

資格を取るため

知識・教養を高めるため

体力づくりや健康管理のため

子どもの養育や教育に関する知識を
深めるため

衣食住などの日常生活に関する知識や
技術を高めるため

趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、
技能を高めたりするため

高齢期の生活を豊かに過ごすため、
生きがいのため

社会の変化に対応するため

社会に役立つ活動に参加するた

友人や仲間を得るため

その他

（%）

20～39歳（n=61）

40～59歳（n=86）

60～89歳（n=58）

 

 

 20～39歳は、「趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため」

が34.4％で最も高かった。以下、「体力づくりや健康管理のため」が32.8％、「知

識・教養を高めるため」が27.9％などであった。 

 40～59歳は、「体力づくりや健康管理のため」が48.8％で最も高かった。以下、

「高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため」が32.6％、「知識・教養

を高めるため」が23.3％などであった。 

 60～89歳は、「高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため」が69.0％で

最も高かった。以下、「体力づくりや健康管理のため」が44.8％、「趣味、芸能、

芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため」が22.4％などであった。 

 年代が上がるにつれて上昇している項目は「高齢期の生活を豊かに過ごすため、

生きがいのため」であり、低下している項目は「職業に関する知識や技術を高め

るため、職業上（就職・転職）必要なため」などであった。 
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【地区別】 

（単位：％）
職
業
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
高
め
る
た

め

、
職
業
上

(

就
職
・
転
職

)

必
要
な
た
め

資
格
を
取
る
た
め

知
識
・
教
養
を
高
め
る
た
め

体
力
づ
く
り
や
健
康
管
理
の
た
め

子
ど
も
の
養
育
や
教
育
に
関
す
る
知
識
を
深

め
る
た
め

衣
食
住
な
ど
の
日
常
生
活
に
関
す
る
知
識
や

技
術
を
高
め
る
た
め

趣
味

、
芸
能

、
芸
術
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り

、

技
能
を
高
め
た
り
す
る
た
め

高
齢
期
の
生
活
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め

、
生

き
が
い
の
た
め

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

社
会
に
役
立
つ
活
動
に
参
加
す
る
た
め

友
人
や
仲
間
を
得
る
た
め

そ
の
他

下越（n=24） 12.5 4.2   16.7 45.8 12.5 0.0 29.2 37.5 0.0 12.5 16.7 0.0

新潟（n=88） 10.2 8.0   19.3 46.6 3.4   2.3   27.3 39.8 5.7   10.2 6.8   2.3   

中越（n=50） 18.0 4.0   30.0 34.0 4.0   6.0   22.0 36.0 14.0 14.0 6.0   0.0

魚沼（n=14） 28.6 14.3 21.4 35.7 7.1   0.0 42.9 14.3 14.3 0.0 14.3 0.0

上越（n=25） 12.0 8.0   24.0 48.0 8.0   8.0   20.0 24.0 16.0 4.0   12.0 4.0   

佐渡（n=4） 25.0 25.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 50.0 0.0 0.0

今後の生涯学習の目的や動機（地区別、複数回答）

 

 

 下越地区、新潟地区、上越地区で、「体力づくりや健康管理のため」との回答が

最多であった。 

 中越地区では、「高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため」との回答

が最多であった。 

 魚沼地区では、「趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため」

との回答が最多であった。 

 佐渡地区は、回答数が少ないため、分析から割愛した。 
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12．今後の生涯学習の方法 

 

 

 

 

（１）全体 

今後行いたい生涯学習の方法（n=207、複数回答）

41.1

9.7

1.4

4.8

6.8

6.3

23.7

2.4

1.0

0.5

15.9

15.5

36.2

57.0

0 20 40 60 80

カルチャーセンターやスポーツクラブなどの
民間の教室や講座

公民館などでの県や市町村などが行う
学級・講座

学校（大学・短大・専修学校・専門学校・
高等学校等）の講座

同好者が自主的に行っている集まりや
サークル活動

放送大学に入学

図書館・博物館・美術館の公開講座

民間の通信教育

ラジオやテレビの講座

パソコンやインターネットを通じて

個人教授を受けて（習い事など）

自宅での学習活動
（新聞・雑誌等の出版物を利用）

その他

わからない

不明

（%）

 

 

 問８で、「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」と回答した207人に対し、

どんな方法を希望するか尋ねたところ、「公民館などでの県や市町村などが行う

学級・講座」との回答割合が57.0％となり、最も高かった。以下、「カルチャー

センターやスポーツクラブなどの民間の教室や講座」が41.1％、「同好者が自主

的に行っている集まりやサークル活動」が36.2％などであった。 

＜問８で①「新たに始めたり、続けたりする気持ちがある」と回答した方にお聞きします＞

問12：あなたが今後学習を行う場合、主にどんな方法を希望しますか。（○は３つまで） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

 

【性別】 

今後行いたい生涯学習の方法（男女別、複数回答）

33.7

45.7

9.8

41.3

2.2

6.5

7.6

25.0

3.3

29.3

2.2

0.0

47.4

66.7

9.6

32.5

16.7

3.5

6.1

7.9

8.8

19.3

2.6

1.8

15.2

0.9

0 20 40 60 80

カルチャーセンターやスポーツクラブなどの
民間の教室や講座

公民館などでの県や市町村などが行う
学級・講座

学校（大学・短大・専修学校・専門学校・
高等学校等）の講座

同好者が自主的に行っている集まりや
サークル活動

放送大学に入学

図書館・博物館・美術館の公開講座

民間の通信教育

ラジオやテレビの講座

パソコンやインターネットを通じて

個人教授を受けて（習い事など）

自宅での学習活動
（新聞・雑誌等の出版物を利用）

その他

わからない

（%）

男性(n=92)

女性(n=114)

 

 

 男性の回答割合は、「公民館などでの県や市町村などが行う学級・講座」が45.7％

で最も高かった。以下、「同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動」

が41.3％、「カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教室や講座」が

33.7％などであった。 

 女性の回答割合も、「公民館などでの県や市町村などが行う学級・講座」が66.7％

で最も高かった。以下、「カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教

室や講座」が47.4％、「同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動」が

32.5％などであった。 

 順位の変動はあるものの、上位３項目は男女共通であった。 

 回答割合の開きに着目すると、男性が女性を比較的大きく上回っていたのは「パ

ソコンやインターネットを通じて」などであった。一方、女性が男性を比較的大

きく上回っていたのは「公民館などでの県や市町村などが行う学級・講座」など

であった。 
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【年代別】 

今後行いたい生涯学習の方法（年代別、複数回答）

58.1

43.5

38.7

3.2

16.1

4.8

3.2

17.7

8.1

19.4

1.6

1.6

39.5

62.8

12.8

27.9

1.2

12.8

7.0

7.0

16.3

3.5

17.4

4.7

1.2

25.9

63.8

6.9

46.6

0.0

20.7

1.7

12.1

8.6

37.9

0.0

0.0

8.1

10.3

0 20 40 60 80

カルチャーセンターやスポーツクラブ
などの民間の教室や講座

公民館などでの県や市町村などが行う
学級・講座

学校（大学・短大・専修学校・専門学校・
高等学校等）の講座

同好者が自主的に行っている集まりやサー
クル活動

放送大学に入学

図書館・博物館・美術館の公開講座

民間の通信教育

ラジオやテレビの講座

パソコンやインターネットを通じて

個人教授（習い事など）

自宅での学習活動
（新聞・雑誌等の出版物を利用）

その他

わからない

（%）

20～39歳（n=62）

40～59歳（n=86）

60～89歳（n=58）

 
 

 20～39歳は、「カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教室や講座」

が58.1％で最も高かった。以下、「公民館などでの県や市町村などが行う学級・

講座」が43.5％、「同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動」が38.7％

などであった。 

 40～59歳は、「公民館などでの県や市町村などが行う学級・講座」が62.8％で最

も高かった。以下、「カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教室や

講座」が39.5％、「同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動」が27.9％

などであった。 

 60～89歳は、「公民館などでの県や市町村などが行う学級・講座」が63.8％で最

も高く、以下、「同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動」が46.6％、

「自宅での学習活動（新聞・雑誌等の出版物を利用）」が37.9％などであった。 

 年代が上がるにつれて、上昇している項目は「公民館などでの県や市町村などが

行う学級・講座」などであり、低下している項目は「カルチャーセンターやスポ

ーツクラブなどの民間の教室や講座」などであった。 
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【地区別】 

（単位：％）
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー

や
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
の
民
間
の
教
室
や
講
座

公
民
館
な
ど
で
の
県
や
市
町
村
な
ど
が
行
う

学
級
・
講
座

学
校

（
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
・
専
門
学

校
・
高
等
学
校
等

）
の
講
座

同
好
者
が
自
主
的
に
行

っ
て
い
る
集
ま
り
や

サ
ー

ク
ル
活
動

放
送
大
学
に
入
学

図
書
館
・
博
物
館
・
美
術
館
の
公
開
講
座

民
間
の
通
信
教
育

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
講
座

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
を
通
じ
て

個
人
教
授
を
受
け
て

（
習
い
事
な
ど

）

自
宅
で
の
学
習
活
動

（
新
聞
・
雑
誌
等
の
出

版
物
を
利
用

）

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

下越（n=24） 33.3 66.7 12.5 41.7 0.0 12.5 0.0 8.3   8.3   4.2   20.8 4.2   0.0

新潟（n=89） 43.8 50.6 13.5 32.6 2.2   14.6 5.6   4.5   15.7 4.5   25.8 2.2   1.1   

中越（n=50） 36.0 64.0 8.0   38.0 0.0 28.0 6.0   8.0   12.0 4.0   22.0 0.0 2.0   

魚沼（n=14） 42.9 71.4 7.1   50.0 0.0 14.3 0.0 7.1   14.3 21.4 14.3 7.1   0.0

上越（n=25） 52.0 48.0 0.0 36.0 4.0   4.0   4.0   12.0 32.0 12.0 24.0 4.0   0.0

佐渡（n=4） 25.0 75.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

今後行いたい生涯学習の方法（地区別、複数回答）

 

 

 下越地区、新潟地区、中越地区、魚沼地区で「公民館などでの県や市町村などが

行う学級・講座」との回答が最多となり、その割合はいずれも回答の過半数を占

めた。 

 上越地区では、「カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教室や講座」

が52.0％で最も高かった。 

 佐渡地区は、回答数が少ないため、分析から割愛した 
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13．生涯学習の情報 

 

 

 

 

（１）全体 

生涯学習に必要な情報（n=302、複数回答）

76.5

39.4

39.7

42.7

16.9

1.0

5.0

2.0

32.8

14.6

15.2

0 20 40 60 80 100

講座や催し物など学習機会に関する
案内情報、参加方法

施設の所在地、利用方法

グループや団体の活動内容や加入方法

学習にかかる費用

学習の方法や進め方

資格の種類や取得方法

講師・指導者の紹介や依頼方法

教材・機材・用具等の
内容・種類や利用方法

その他

特に必要ない

不明

（%）

 

 

 これから様々な学習活動を行うとしたら、どのような情報が必要か尋ねたところ、

「講座や催し物など学習機会に関する案内情報、参加方法」との回答割合が76.5％

となり、最も高かった。以下、「学習にかかる費用」が42.7％、「グループや団

体の活動内容や加入方法」が39.7％、「施設の所在地、利用方法」が39.4％など

であった。 

問13：これから様々な学習活動を行うとしたら、どのような情報が必要ですか。当てはまる

ものをすべて選んでください。（○はいくつでも） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

 

【性別】 

生涯学習に必要な情報（男女別、複数回答）

71.5

34.3

38.0

39.4

29.2

14.6

12.4

1.5

5.1

83.6

45.3

42.8

47.2

15.1

15.1

18.2

0.6

5.0

19.7

37.1

0 20 40 60 80 100

講座や催し物など学習機会に関する
案内情報、参加方法

施設の所在地、利用方法

グループや団体の活動内容や加入方法

学習にかかる費用

学習の方法や進め方

資格の種類や取得方法

講師・指導者の紹介や依頼方法

教材・機材・用具等の内容・種類や利用方法

その他

特に必要ない

（%）

男性(n=137)

女性(n=159)

 

 

 男性の回答割合は、「講座や催し物など学習機会に関する案内情報、参加方法」

が71.5％で最も高かった。以下、「学習にかかる費用」が39.4％、「グループや

団体の活動内容や加入方法」が38.0％などであった。 

 女性の回答割合も、「講座や催し物など学習機会に関する案内情報、参加方法」

が83.6％で最も高かった。以下、「学習にかかる費用」が47.2％、「施設の所在

地、利用方法」が45.3％などであった。 

 男女とも上位２項目は同一であった。 

 回答割合の開きに着目すると、女性が男性を10.0㌽以上大きく上回っていたのは

「講座や催し物など学習機会に関する案内情報、参加方法」、「施設の所在地、

利用方法」であった。 
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【年代別】 

生涯学習に必要な情報（年代別、複数回答）

74.2

32.6

47.2

31.5

25.8

15.7

18.0

0.0

5.6

86.3

37.6

35.9

51.3

33.3

19.7

14.5

11.1

1.7

1.7

71.1

51.1

50.0

30.0

35.6

5.6

14.4

1.1

8.9

37.1

18.9

0 20 40 60 80 100

講座や催し物など学習機会に関する
案内情報、参加方法

施設の所在地、利用方法

グループや団体の活動内容や加入方法

学習にかかる費用

学習の方法や進め方

資格の種類や取得方法

講師・指導者の紹介や依頼方法

教材・機材・用具等の内容・種類や
利用方法

その他

特に必要ない

（%）

20～39歳（n=89）

40～59歳（n=117）

60～89歳（n=90）

 

 

 20～39歳の回答割合は、「講座や催し物など学習機会に関する案内情報、参加方

法」が74.2％で最も高かった。以下、「学習にかかる費用」が47.2％、「グルー

プや団体の活動内容や加入方法」が37.1％などであった。 

 40～59歳の回答割合は、「講座や催し物など学習機会に関する案内情報、参加方

法」が86.3％で最も高かった。以下、「学習にかかる費用」が51.3％、「施設の

所在地、利用方法」が37.6％などであった。 

 60～89歳の回答割合は、「講座や催し物など学習機会に関する案内情報、参加方

法」が71.1％で最も高かった。以下、「施設の所在地、利用方法」が51.1％、「グ

ループや団体の活動内容や加入方法」が50.0％などであった。 

 各年代とも最多回答は「講座や催し物など学習機会に関する案内情報、参加方法」

で共通しており、その割合はいずれも回答の７割を超えた。 
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【地区別】 

（単位：％）
講
座
や
催
し
物
な
ど
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習
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情
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方
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グ
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プ
や
団
体
の
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内
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や
加
入

方
法
学
習
に
か
か
る
費
用

学
習
の
方
法
や
進
め
方

資
格
の
種
類
や
取
得
方
法

講
師
・
指
導
者
の
紹
介
や
依
頼
方
法

教
材
・
機
材
・
用
具
等
の
内
容
・
種
類

や
利
用
方
法

そ
の
他

特
に
必
要
な
い

下越（n=28） 71.4 35.7 50.0 32.1 25.0 14.3 3.6   10.7 0.0 7.1   

新潟（n=118） 78.8 44.9 42.4 43.2 29.7 21.2 21.2 15.3 1.7   4.2   

中越（n=82） 76.8 30.5 32.9 51.2 40.2 13.4 8.5   9.8   1.2   6.1   

魚沼（n=22） 77.3 36.4 40.9 31.8 36.4 18.2 18.2 31.8 0.0 4.5   

上越（n=37） 83.8 56.8 51.4 48.6 32.4 16.2 18.9 27.0 0.0 5.4   

佐渡（n=9） 77.8 22.2 11.1 22.2 44.4 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0

生涯学習に必要な情報（地区別、複数回答）

 

 

 全ての地区で「講座や催し物など学習機会に関する案内情報、参加方法」との回

答が最多となり、その割合はいずれも回答の７割を超えた（ただし、佐渡地区回

答数９件）。 
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14．情報の入手手段 

 

 

 

 

（１）全体 

生涯学習に関する情報の入手手段（n=302、複数回答）

20.9

27.8

31.5

34.1

14.6

19.9

0.3

2.0

2.0

68.2

53.0

0 20 40 60 80

新聞、雑誌で

民間の情報専門紙（誌）で

テレビ・ラジオで

インターネットで

チラシ、ポスター、パンフレット等で

市町村などの広報誌で

職場や団体の広報誌等で

公民館や図書館などの生涯学習関係施設で

その他

特にない

不明

（%）

 

 

 学習活動に関する情報を得るために利用しやすい手段について尋ねたところ、

「市町村などの広報誌で」との回答割合が68.2％となり、最も高かった。以下、

「新聞、雑誌で」が53.0％、「チラシ、ポスター、パンフレット等で」が34.1％、

「インターネットで」が31.5％などであった。 

問14：これから様々な学習活動に関する情報を得るために利用しやすい手段は何ですか。 

当てはまるものすべてを選んでください。（○はいくつでも） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

 

【性別】 

生涯学習に関する情報の入手手段（男女別、複数回答）

52.9

20.6

31.6

42.6

26.5

15.4

14.0

0.0

2.2

55.0

21.9

25.6

23.1

75.0

14.4

25.6

0.6

1.9

63.2

41.9

0 20 40 60 80 100

新聞、雑誌で

民間の情報専門紙（誌）で

テレビ・ラジオで

インターネットで

チラシ、ポスター、パンフレット等で

市町村などの広報誌で

職場や団体の広報誌等で

公民館や図書館などの生涯学習施設で

その他

特にない

（%）

男性(n=136)

女性(n=160)

 

 男性の回答割合は、「市町村などの広報誌で」が63.2％で最も高かった。以下、

「新聞、雑誌で」が52.9％、「インターネットで」が42.6％などであった。 

 女性の回答割合も、「市町村などの広報誌で」が75.0％で最も高かった。以下、

「新聞、雑誌で」が55.0％、「チラシ、ポスター、パンフレット等で」が41.9％

などであった。 

 男女とも上位２項目は同一であり、その回答割合は回答の50％を超えた。 

 回答割合の開きに着目すると、男性が女性を比較的大きく上回っていたのは「イ

ンターネットで」などであった。一方、女性が男性を比較的大きく上回っていた

のは「チラシ、ポスター、パンフレット等で」などであった。 
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【年代別】 

生涯学習に関する情報の入手手段（年代別、複数回答）

44.9

30.3

47.2

34.8

52.8

19.1

12.4

1.1

3.4

56.4

21.4

28.2

35.0

37.6

73.5

17.9

17.9

0.0

0.9

60.0

12.2

31.1

13.3

31.1

81.1

6.7

0.0

2.2

25.8

31.1

0 20 40 60 80 100

新聞、雑誌で

民間の情報専門紙（誌）で

テレビ・ラジオで

インターネットで

チラシ、ポスター、パンフレット等で

市町村などの広報誌で

職場や団体の広報誌等で

公民館や図書館などの生涯学習関係施設で

その他

特にない

（%）

20～39歳（n=89）

40～59歳（n=117）

60～89歳（n=90）

 

 

 20～39歳の回答割合は、「市町村などの広報誌で」が52.8％で最も高かった。以

下、「インターネットで」が47.2％、「新聞、雑誌で」が44.9％などであった。 

 40～59歳の回答割合は、「市町村などの広報誌で」が73.5％で最も高かった。以

下、「新聞、雑誌で」が56.4％、「チラシ、ポスター、パンフレット等で」が37.6％

などであった。 

 60～89歳の回答割合は、「市町村などの広報誌で」が81.1％で最も高かった。以

下、「新聞、雑誌で」が60.0％、「テレビ・ラジオで」、「チラシ、ポスター、

パンフレット等で」、「公民館や図書館などの生涯学習関係施設で」がともに

31.1％などであった。 

 各年代の最多回答は「市町村などの広報誌で」で共通しており、その割合は回答

の過半数を占め、年代が上がるにつれて上昇していた。 

 年代が上がるにつれて低下していた項目は、「インターネットで」などであった。 
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【地区別】 

（単位：％）
新
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情
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等
で

公
民
館
や
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書
館
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ど
の
生
涯

学
習
関
係
施
設
で

そ
の
他
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下越（n=28） 42.9 21.4 21.4 25.0 32.1 78.6 10.7 17.9 0.0 7.1   

新潟（n=118） 67.8 25.4 36.4 35.6 33.1 60.2 15.3 22.0 0.8   0.8   

中越（n=83） 39.8 12.0 24.1 32.5 33.7 68.7 10.8 24.1 0.0 3.6   

魚沼（n=21） 57.1 9.5   28.6 28.6 47.6 85.7 28.6 9.5   0.0 0.0

上越（n=37） 54.1 37.8 21.6 29.7 37.8 81.1 21.6 13.5 0.0 0.0

佐渡（n=9） 33.3 11.1 11.1 22.2 33.3 88.9 0.0 22.2 0.0 0.0

生涯学習に関する情報の入手手段（地区別、複数回答）

 

 

 新潟地区を除く全ての地区で、「市町村などの広報誌で」との回答が最多となり、

その割合はいずれも回答の３分の２を超えた（ただし、佐渡地区回答数９件）。 

 新潟地区では、「新聞、雑誌で」との回答が67.8％で最も高かった。 
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＜ 施策等に対する要望 ＞ 

 

15．施策の希望等 

 

 

 

 

（１）全体 

生涯学習に必要な施策（n=302、複数回答）

19.2

47.4

20.5

26.8

8.9

33.1

2.3

5.3

2.6

70.9

0 20 40 60 80

生涯学習に関する情報の提供

ＩＴ（情報通信技術）の活用などによる
学習機会の提供

高齢者の社会参加などの社会の要請や
個々のニーズに応える学習機会や

場の提供

生涯学習に関する啓発

学習成果の評価と、学習したことを
活かすことのできる仕組みづくり

ＮＰＯ等民間団体や高等教育機関（大学
等）との連携・協働による取組の推進

活力ある地域づくりのための取組の推進

その他

特に必要ない

不明

（%）

 

 

 生涯学習に関して、行政にどのような施策を望むか尋ねたところ、「生涯学習に

関する情報の提供」との回答割合が70.9％となり、最も高かった。以下、「高齢

者の社会参加などの社会の要請や個々のニーズに応える学習機会や場の提供」が

47.4％、「活力ある地域づくりのための取組の推進」が33.1％、「学習成果の評

価と、学習したことを活かすことのできる仕組みづくり」が26.8％などであった。 

問15：あなたは、生涯学習に関して、行政は今後どのような施策に力を入れていったらよい

とお考えですか。当てはまるものすべてを選んでください。（○はいくつでも） 
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（２）回答者の属性別（不明を除く） 

 

【性別】 

生涯学習に必要な施策（男女別、複数回答）

67.9

24.8

43.1

19.7

26.3

34.3

2.2

5.8

77.1

15.3

53.5

22.3

8.9

33.8

2.5

5.1

9.5

28.7

0 20 40 60 80 100

生涯学習に関する情報の提供

ＩＴ（情報通信技術）の活用などによる
学習機会の提供

高齢者の社会参加などの社会の要請や
個々のニーズに応える学習機会や場の

提供

生涯学習に関する啓発

学習成果の評価と、学習したことを
活かすことのできる仕組みづくり

ＮＰＯ等民間団体や高等教育機関（大学
等）との連携・協働による取組の推進

活力ある地域づくりのための取組の推進

その他

特に必要ない

（%）

男性(n=137)

女性(n=157)

 

 

 男性の回答割合は、「生涯学習に関する情報の提供」が67.9％で最も高かった。

以下、「高齢者の社会参加などの社会の要請や個々のニーズに応える学習機会や

場の提供」が43.1％、「活力ある地域づくりのための取組の推進」が34.3％など

であった。 

 女性の回答割合も、「生涯学習に関する情報の提供」が77.1％で最も高かった。

以下、「高齢者の社会参加などの社会の要請や個々のニーズに応える学習機会や

場の提供」が53.5％、「活力ある地域づくりのための取組の推進」が33.8％など

であった。 

 回答割合の開きに着目すると、男性が女性を比較的大きく上回っていたのは「Ｉ

Ｔ（情報通信技術）の活用などによる学習機会の提供」であった。一方、女性が

男性を比較的大きく上回っていたのは「高齢者の社会参加などの社会の要請や

個々のニーズに応える学習機会や場の提供」などであった。 
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【年代別】 

生涯学習に必要な施策（年代別、複数回答）

63.2

21.8

21.8

31.0

9.2

27.6

6.9

6.9

81.5

26.1

48.7

21.8

31.1

11.8

31.1

0.8

2.5

70.5

9.1

64.8

19.3

19.3

5.7

44.3

8.0

32.2

0.0

0 20 40 60 80 100

生涯学習に関する情報の提供

ＩＴ（情報通信技術）の活用などによる
学習機会の提供

高齢者の社会参加などの社会の要請や
個々のニーズに応える
学習機会や場の提供

生涯学習に関する啓発

学習成果の評価と、学習したことを
活かすことのできる仕組みづくり

ＮＰＯ等民間団体や高等教育機関（大学
等）との連携・協働による取組の推進

活力ある地域づくりのための取組の推進

その他

特に必要ない

（%）

20～39歳（n=87）

40～59歳（n=119）

60～89歳（n=88）

 

 

 20～39歳は、「生涯学習に関する情報の提供」が63.2％で最も高く、以下、「高

齢者の社会参加などの社会の要請や個々のニーズに応える学習機会や場の提供」

が32.2％、「学習成果の評価と、学習したことを活かすことのできる仕組みづく

り」が31.0％などであった。 

 40～59歳は、「生涯学習に関する情報の提供」が81.5％で最も高く、以下、「高

齢者の社会参加などの社会の要請や個々のニーズに応える学習機会や場の提供」

が48.7％、「学習成果の評価と、学習したことを活かすことのできる仕組みづく

り」と「活力ある地域づくりのための取組の推進」がともに31.1％などであった。 

 60～89歳は、「生涯学習に関する情報の提供」が70.5％で最も高く、以下、「高

齢者の社会参加などの社会の要請や個々のニーズに応える学習機会や場の提供」

が64.8％、「活力ある地域づくりのための取組の推進」が44.3％などであった。 

 各年代の最多回答は「生涯学習に関する情報の提供」で共通しており、その割合

は回答の６割を超えた。 
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【地区別】 

（単位：％）
生
涯
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Ｔ
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の
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特
に
必
要
な
い

下越（n=28） 67.9 17.9 53.6 14.3 28.6 10.7 39.3 3.6   7.1   

新潟（n=118） 74.6 19.5 50.0 24.6 28.8 12.7 29.7 2.5   5.1   

中越（n=82） 67.1 22.0 48.8 17.1 25.6 4.9   37.8 2.4   6.1   

魚沼（n=21） 76.2 19.0 28.6 42.9 38.1 9.5   33.3 0.0 9.5   

上越（n=36） 86.1 19.4 50.0 13.9 22.2 8.3   38.9 2.8   2.8   

佐渡（n=9） 55.6 11.1 55.6 11.1 22.2 0.0 22.2 0.0 0.0

生涯学習に必要な施策（地区別、複数回答）

 

 

 佐渡地区を除く全ての地区で、「生涯学習に関する情報の提供」との回答が最多

となり、その割合はいずれも回答の３分の２を超えた。 

 佐渡地区（ただし、回答数９件）では、「生涯学習に関する情報の提供」と「高

齢者の社会参加などの社会の要請や個々のニーズに応える学習機会や場の提供」

との回答がともに55.6％で最も高かった。 
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16．自由回答欄に寄せられたコメント 

 

 

 

 

 今回のアンケートでは、計84件のコメントが自由回答欄に寄せられた。一部要約や割愛

をし、寄せられた意見を年代別に掲載する。 

 

＜20～39歳＞ 

 私が子どもの頃は、公共の施設が無料で使えました。子どもとバスケットボールや卓球

などのレクリエーションがとれる場所作りに力を入れていただきたいです。 

（男性、下越地区） 

 仕事に就いていると、学習したいと思うがなかなか時間が見つからず難しい。また、知

人や友人の紹介がないとサークル活動への参加がしづらい。学習したい（してみたい）

ことはたくさんあるが、上記のことや金銭面を考えるとなかなか始めにくい。だけどポ

ジティブに物事を考え、生涯学習してみたい。 

（男性、下越地区） 

 一人では長続きしないと考える。同じ志や目的を持つ仲間や友達が出来る環境づくりが

必要と考える。 

（男性、新潟地区） 

 無料で参加できるものがあるとすごく良いと思います。参加しやすいと思います。あと、

強制的な部分がなくて自由にできると参加しやすいと思います。とても難しいかと思い

ますが。 

（男性、新潟地区） 

 生涯学習として、学びたいこと、やってみたいことがあったとしても、仕事を持ってい

ると参加できない場合があります。個人の生涯学習に理解を持つ企業、雇用者側の意識

も高めてもらうような働きかけをしてもらいたいと思います。 

（女性、新潟地区） 

 私はまだ学生なので、生涯学習について漠然としかイメージがわきませんが、就業して

から、または引退してからそのような楽しみの場が用意されていると、きっと生き生き

と生活していけると思います。多くの人が参加できる環境をぜひ作っていっていただき

たいと思います。 

（男性、新潟地区） 

 

 

 

 

 

 

 

問16：生涯学習に関するご意見・ご要望などございましたら、ご自由にお書きください。 
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 生涯学習が気軽に行える、安価で利用しやすい施設を作ってほしい。また、施設へ行く

ための交通機関の追加をしてほしい。新潟は、公共交通機関が少なすぎる。市街地から

中心部へ行くのに時間がかかりすぎる。また、家から最寄りのバス停、駅へ行くのにも

時間がかかるので、移動だけで大幅に１日の時間を費やしてしまう。生涯学習を行うこ

とを推進していくのであれば、場所の提供だけではなく、目的地（施設）へいく手段を、

増やしてほしいと思う。そのために駅、バス停の追加、路線の追加をしてほしい。CO2

減らすのに車の走る道を造っている場合ではないと思います。 

（男性、新潟地区） 

 無料もしくは格安で参加できると良いと思います。申し込みや検索は、ＰＣや携帯から

出来ると参加しやすいです。 

（女性、新潟地区） 

 ・仕事をしていると、平日は夜間しか講座を受けることが出来ない。土・日や夜間にも

講座を増やしてほしい。 

・企業に対し、生涯学習啓発のポスターを貼る。 

・町内単位で結成されている消防団のことについて、小学生も女性も積極的に参加でき

るようにする。 

・北欧（ノルウェー、フィンランド・・・）の学習に力を入れている国のやり方を参考

にする。 

・ＮＰＯ、民間団体がどのように活動しているか、情報が入ってこない。（自分から得

ようとする分には、問題ないと思います。） 

（女性、新潟地区） 

 生涯学習は、学校教育や家庭の中で、幼い時から学べる機会を作ること、そして、その

子供たちが、成人し、家庭を持ち、やがて老後を迎える未来に、自分は何を何のために

していたいかを考えさせる時間を作ることが、第一歩なのだと思う。そこから、小中高

校の学校教育→大学選び→職業選択→社会貢献→次世代の子どもたちへの教育・自身の

生涯学習へとつながっていくと思うので、学びを社会へ還元していくという循環が出来

るような施策を行っていただきたいと思います。 

（女性、新潟地区） 

 生涯学習という言葉を広め、皆がしやすい環境を整えてほしい。 

（男性、新潟地区） 

 無料もしくは手軽な金額で、いろいろ試してみたい。また、サービス業なので、遅い時

間にも対応してほしい。無料配布誌にその情報を載せ、申し込みは電話以外に携帯WEB

からも行えると申し込みやすい。 

（女性、新潟地区） 

 現状は、高齢者は参加しにくいのではないか？地域に密着した活動は何があるのか、若

者は理解していないと思います。現に、自分の住んでいる地域の活動を、私はあまり知

りませんし、知る機会もない様な気がします。 

（男性、新潟地区） 

 

 



 59

 先日公民館での教室、講座を探そうと思い、市報にいがたのWEBを拝見しました。が、

各公民館ごとにはなっていますが、あいうえお順なのか、何順なのかわかりませんが、

諸々のジャンルがごちゃ混ぜに並んでいるので、目的の講座を探すのに、一苦労しまし

た。せっかくのＨＰですので、市民がわかりやすく、探しやすくなるよう、ジャンルご

とに区別し、さらに同好会、サークル等も一つのＨＰ上にあると、なお助かります。 

（男性、新潟地区） 

 費用がかからず、生涯学習が出来る場を与えてほしい。 

（男性、新潟地区） 

 通信制や夜間の部を設けてくれれば、参加しやすい方が増えると思います。 

（女性、新潟地区） 

 自分が子育て世代なので、どうしてもその方向のことを学習する形になるのですが、情

報の入手先が分からなかったりすることもあるので、わかりやすい形での情報発信をお

願いしたいです。また、出産を機に退職した人への再就職に関しての学習の場もあれば

うれしいと思います。 

（女性、新潟地区） 

 学びやすい環境、時間、人材を整えてほしい。 

（女性、新潟地区） 

 現在は、３人の子供の子育て（５才、３才、３才）に追われる毎日と、仕事、仕事で自

分の時間はありません。子供たちが成長した４・５年先には、自分も“生涯学習”につ

いて考えたいと思います。 

（女性、中越地区） 

 参加したいものがあっても行っている日、時間に合わせられず、参加できなかったり、

興味はあるが、どんなことをやっているのか、何をやっているのか分からず、できなか

ったりしました。 

（女性、中越地区） 

 幅広いことを勉強したい。もっとバラエティに富んだ科目があると人生楽しいかも。 

（女性、中越地区） 

 勉強する場所を設けてほしい。(図書館など勉強できる環境が整っているのに、そこの

本を使用しなければ出来ないと言われ、勉強する意欲をなくした。場所が空いているの

なら、もう少し、勉強したい人に提供しても良いのでは・・・。) 

（女性、中越地区） 

 地域でのつながりが希薄になってきていると感じるので、地域コミュニティーで老若男

女を問わずに、行動・学習していけるような活動場所が必要ではないか。 

（男性、中越地区） 

 子どもがいても預かってもらえる所などがあると、子どもを持つ人にはいいかな。 

（女性、中越地区） 

 地酒王国なのだから、日本酒についてもっとセミナーを開けたらいいと思う。（酒の陣

があるけど新潟市だし、行きたくても行けない人は多い。） 

（女性、魚沼地区） 
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 公民館等で市町村が行う講座は、日中であったり、夕方でも仕事がまだ終わっていない

時間からであったりするので、参加したくてもできない状況です。もう少し時間帯を考

え直したらいかがでしょうか。あと、情報がとても少なく残念に思っています。 

（女性、魚沼地区） 

 費用を安く、わかりやすく、楽しく学ぶことが出来たら良いですね。市街地などは良い

ですが、田舎はもっと力を入れてほしいです。 

（女性、魚沼地区） 

 これ以上のテーマ別の細分化というものは不可能でしょうか？例えば、歴史なら「日本

史」「欧州史」・・・など。 

（男性、上越地区） 

 生涯学習についてあまり見聞きしないので、情報が少ない気がします。情報が入りやす

くなれば、もっと身近なものになると思います。 

（女性、上越地区） 

 「生涯学習」という言葉が若い世代にとっては重い。意識していないだけで、実際はス

ポーツなどを通じて「生涯学習」を実践している人は多い。「生涯学習」の楽しさをど

んどん伝えてほしい。 

（女性、上越地区） 

 

 

＜40～59歳＞ 

 生涯学習をやっていかなければ、続けていかなければと切に思っているので、何かにつ

けて情報も得ようと思うのですが、意識をしなければ目の前に良い情報があっても気づ

かないかもしれません。 

（男性、下越地区） 

 昨年、新潟県生涯スポーツ指導者講習会（高齢者コース）に参加して見附市の取組を知

り、受講者の成果をたくさんの人に広げることができたらと思いました。新発田市でも

盛んに活動されていますが(広報紙などで募集見ます)、場所が遠く車がないと行けない。

もっと気軽に行ける地域の公会堂、小・中学校など利用できたら、近所の人達と声かけ

合って参加しやすくなると思います。 

（女性、下越地区） 

 生涯学習に興味を持っても、やりたくても今の経済状況では、時間はつくれたとしても

費用が伴っていかなくて、とても残念に思います。 

（女性、下越地区） 

 人間が人間らしく一生終えることの出来る学習を学べる社会づくり、末端まで届く情報

をお願いします。 

（男性、下越地区） 

 時間の余裕があったら何かしたいと思いますが、今はちょっと余裕がないのでできませ

ん。 

（女性、新潟地区） 
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 私は50歳代で体が動く限り何かやりたいと思う気持ちがありますが、若い人と違って一

歩踏み出せず考えてしまう・・・。でも暇な時間を無駄に過ごす事なく自分でできる範

囲で生かしたい。職場では、組織で仕事に関する知識を高める事、学習を行っています。

一般的には、活動の内容、情報等知らない人がたくさんいると思います。（いつ、どこ

で、誰が、何をしている） 

（女性、新潟地区） 

 学ぶ機会はどこにでもある。知りたい気持ち、知ったことを生かす場所、人との対話。

自分自身がアンテナを張り、吸収していくことが必要だと思う。社会や人に関わりを持

つほどに教えられ、疑問も多くなる。 

（女性、新潟地区） 

 高齢化社会のため、60歳になったら積極的に社会参加したい。どの様なことが出来るの

か良く分からない。情報が欲しい。 

（男性、新潟地区） 

 育児休暇中は、育児にかかりきりで何も出来ず、新聞の見出しをチラッと見るぐらいし

か出来ませんでした。子供を連れて参加できるような学習会があればよいと思います。

妊娠前は、ジョギングや水泳を日課としており、妊娠中もウォーキングや水泳をしてい

ましたが、出産後はたまに託児所付きのエアロビに行く程度で、運動らしい運動は出来

ませんでした。子連れで参加できる運動施設やイベントがもっと増えるとよいと思いま

す。 

（女性、新潟地区） 

 「生涯学習」という言葉を使うと、見て「難しい」とか「自分には無理」などと身構え

てしまうので、もっと気軽に学習が出来るようなイメージを作ってみてはどうでしょう

か？施設の活用にしても、もっと気軽に始められるものなどが増えると始めやすいので

はないでしょうか。 

（女性、新潟地区） 

 スポーツ育英のために県営施設の増加を期待します。特にゴルフ練習場が続々と整理さ

れてしまい、このままでは新潟からプロは誕生しません。県営ゴルフ練習場の建設を。 

（男性、新潟地区） 

 生涯学習のイメージとして、高齢者の学習機会確保というものが強くあります。人間と

していつまでも社会的な視野を持ちながら、意欲的に生きていくために学習への関心は

とても大切だとは思います。が、その姿勢や概念は小・中学生の頃から学校の学習にと

らわれない広い視野を持ち、自らが興味の持てる分野を自由に掘り下げて行くという

「方法・考え方」を身につけていかなければ本当に豊かな人生を歩むことは難しいので

はないでしょうか。定年を迎えてから「さぁ、生涯学習で残りの人生を有意義に」的に

何か機会を与えれば良い的な取組に思えるのは私だけでしょうか。幼児期から青年期の

人への具体的かつ長い視点での取組や資金、時間的余裕（子育て中など）がない人への

具体的な支援がほしいと思います。 

（女性、新潟地区） 
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 いろいろな情報があふれている時代ですが、自分が何かを学ぼうとした時に、必要な情

報が、それぞれのジャンルごとにまとまった窓口となるようなものがあると便利だと思

います。例えば、Ａというものを学ぶ際、公的な機関ならここ、民間・同好会サークル

ならここでやっています等、一元化された窓口があれば、何かを学ぼうとしたとき、学

習しやすいと思います。 

（男性、新潟地区） 

 残念ながら仕事の関係で余裕がありませんが、退職後は、人生をエンジョイするために

も行いたいと思っております。 

（男性、新潟地区） 

 その目的意識はあっても、就労中の為、参加できていないというのが実情です。大量の

リタイア時代を目前にして、その意識は世間的にも広がっていくと考えられますので、

その情報の提供等、大いに期待しているところです。 

（男性、新潟地区） 

 生涯学習に関する情報が得にくい状況にある。また、利用するに当たって、付帯設備、

例えば駐車場などの整備が遅れているため、非常に利用しづらいのが現状である。 

（男性、中越地区） 

 ・語学の学習、特に英会話、韓国語会話などを学べる機会があれば参加してみたいと思

っています。レベル別に学習出来ればなお都合がいいように思います。 

・市内在住の外国人の適任者が講師となって教えてくだされば是非参加したいと考えて

います。 

（女性、中越地区） 

 私たちは、平成５年より朝草会という団体を作っている。５月から９月に毎日曜日朝６

時から７時半に五十嵐川の清掃を行っています。(三条市）最近やっと市・県の協力が

得られるようになりました。協力体制が出来る様望みます。後継者の育成が大事ですが、

老人ばかりで大変です。 

（男性、中越地区） 

 生きてきたことのスキルをより具体的に、目的のために役立てる方法を相談できる機関。

インターネット等を通じて、コミュニケーション能力を高めるための仕組みづくりのき

っかけを用意すること。 

（女性、中越地区） 

 経験を通して培われた技術などを持っている方々による学習会などがあるといいと思

います。身近な話題、例えば、各家庭の伝統的な料理など、後世に伝えるべき手仕事の

技なども取り上げてほしいと思います。 

（女性、中越地区） 
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 今は仕事をしているので、たまに講演会を聴きに行く程度です。退職したら、絵手紙や

着物の着つけなど習いたいと思っています。周りの女性は積極的に学習したいと思って

いるようです。(主婦業と仕事で自分のやりたいことが出来なかったため) 

絵手紙教室は応募が多くて申し込んでも入れない時があるようなので、そういう事の

ないようにしてもらいたいと思います。パソコン教室も受付開始と同時に定員になるそ

うです。高額のお金を払えば、パソコン教室も入れるのですが、みんながそうできるわ

けでもないので、もっと開催日を増やしたらいいと思います。 

（女性、中越地区） 

 特に高齢者のために県としてそういう場を作ってほしい。 

（男性、中越地区） 

 子どもが大学、高校と、今一番お金のかかる時期で、私自身フルタイムで社員として毎

日忙しく働いています。毎日に仕事で得る些細なことでも勉強になっていると思ってい

ます。休日には昨年から始めたランニングも行っています。(今年東京マラソンに出場、

完走。これも生涯学習？)自分の出来る範囲で、少しずつ行動を起こしていきたいと思

います。 

（女性、中越地区） 

 生涯学習は、自分でやりたいことを見つけて行うものだと思うので、行政は情報と場所

の提供と、講師にしても自分の得意なものを教えられる機会を作ってほしい。 

（男性、中越地区） 

 高齢化が進んでくると、身近な公民館で多様な学習が出来ることを望みます。生涯学習

にかかわった人やかかわっている人たちの話を紹介してほしいと思います。 

（男性、中越地区） 

 つい普段の生活に、いっぱいいっぱいで変化がない。もっと毎日を振り返って自分の時

間を作り、ゆとりのある自分の時間を持って、向上できたらよいと思います。 

（女性、中越地区） 

 40歳代で、まだまだ仕事や家事が忙しく、生涯学習に参加することが出来なかったが、

何か興味のあるものがあったら参加したいと思っているので、たくさんの情報提供をお

願いしたい。 

（女性、中越地区） 

 生涯学習に関する情報が少ないので、何がおこなわれているのか分からない。 

（男性、中越地区） 

 自分の休日（日曜日や夜間等の時間を利用する）にあわせた教室や講座を希望します。 

（男性、中越地区） 

 行政が行うと金がかかるので、民間に任せる。係わるだけで金がかかる。活発に行うな

ら民間並みに賃金を下げろ。 

（男性、魚沼地区） 
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 現在のところ、仕事が現役ということもあり、まだ、漠然としかとらえておりません。

ただ、物を「学べる」ことはいつでも始められると思っています。家に引きこもりにな

らず、常に社会に向き合い、何が出来るかアンテナをいっぱい張っていたいと考えてい

ます。 

（女性、上越地区） 

 学習したいと思っても場所が分からなかったり、分かっても遠すぎたりする。職安も遠

いので、教室を開いている場所が分からない。各市町村で行ってほしい、パソコンや医

療事務、簿記、そろばん等々。 

（男性、上越地区） 

 行政は情報提供までが、適度と考える。後は、個人・民間のレベルで良いのではないか

と考える。 

（男性、上越地区） 

 

 

＜60～89歳＞ 

 10年ほど前から趣味で木工芸やできた作品に漆塗りなどしていますが、漆塗りの知識が

ほしい。 

（男性、下越地区） 

 生涯学習(life-long ed.)の本質は自学自習であり、その機会を多様に用意することが、

施策であるという根本理念が重要である。設問からそのことが感じ取り難いため、返答

に窮した点が多い。○で囲めという前に数字が○で囲んであるというセンスでは、お客

様第一の市民感覚がなさ過ぎる。妄言多謝。 

（男性、新潟地区） 

 市内の歴史・文化等何カ所かの公民館活動で開催していただければと思います。 

（男性、新潟地区） 

 ・生涯活動すべてに補助金制度があると思うが、緩和策をとる。 

・あまり使用されていないホール、建築物のリストを作り安く開放する。 

・地元のアスリートたちの活用援助をして活力のある地域づくりをする。 

・各々の地域でテーマを出し、(重要事項２～３）委員会を発足させて、行政と民間の

話し合う場を設け、これからの生活、社会に役立てる。 

（男性、新潟地区） 

 今後生涯学習は必要であると思います。楽しく継続できる企画があると良い。現在私は、

退職して再雇用していただき、毎日の生活は仕事を中心にしていますが、少しでも生涯

学習をと思い、健康のためと、将来を楽しくと思って、週２回スポーツを中心にしてい

ます。退職したら、もっと、積極的に時間を作り調整し、仲間作りもしていけたらと願

っています。 

（女性、新潟地区） 
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 生涯学習を続けるからには、近くの場所にあって欲しい。(歩いて行ければ冬も苦にせ

ず、続けられると思い行く気もわいてくるのですが、決断がつきかねる次第です。）友

達と一緒に学びたいがなかなか見つからないのも一因です。 

（女性、新潟地区） 

 アンケートにはお答えさせていただきましたが、指導する立場におります。しかし、し

かるべきところからは何もずっと長い間ありませんし、施設にはどこにもまいっていま

せん。個人的には少し弟子をとっています。自分を「発揮」するには、色々と出向きた

いと思っていましたが、自分自身で自分をどういう風に前に出していくかは、なかなか

大変な気がします。ちょっと差し出がましいと存じましたが、講習を受ける側とは反対

の立場から・・・。指導をしたいと思っている側の受け入れ体制も考え合わせて頂けた

らと思っています。 

（女性、新潟地区） 

 今後、小学校区域（中心部のみでなく）の活動のための施設整備を望みます。（村部に

も目を向けて・・・・） 

（男性、新潟地区） 

 ５年ほど前まで団体の長をやり、退任後農業の手伝いや畑をやっており忙しい。また、

近隣の団体の長などをした人たちとの会合を頻繁におこなったり、年一回は旅行をおこ

なっているので、自分自身は生涯学習をする必要を感じない。ただ、旅行に行く際や映

画を観る時など、その内容についての専門書が市の図書館には少なく、もっと充実して

もらいたい。（要約） 

（男性、新潟地区） 

 生涯学習と公民館事業との間に差を感じている。運営委員という役員は、実際の公民館

や生涯学習の場に顔を出してみたらどうか。半年に一度くらいは、講師への希望を言え

る場があっても良いのではないか。講師があわない為、黙ってやめてしまうことがある

ように思います。 

（男性、中越地区） 

 高齢になると家に閉じ籠もりがちになるので、そうならない様外に出る努力をしたいと

思って早めに生涯学習の一環にと習い事をしていたお陰で、今でも、歳をとっていても

自然に皆さんの教室に入って行けて楽しい生活をしております。但し、交通の便が大変

です。タクシーを頼むわけにいかず、バスがあっても停留場の間隔が長いので、教材を

持って大変です。手を挙げたら乗せてくれたらうれしいのにとバスに会う度に思います。

出来たら停留場の間隔を短くしていただけたらと思います。 

（女性、中越地区） 

 地場産業の厳しさ、仕事なども大変なものがある。災害などもあったり、家族の体調不

良などがあったが、夫婦で自分たちの事は自分でやりながら、自分たちの人生を生きて

いこうと考えています。生きることは即、「学んで試みていくことの連続であろうかと

覚悟を決め、勇気を振り絞って生きております」最近気持ちの一部にこのように生きて

いるわたしと女房の生き方は、すなわち「生涯学習の実践」みたいなものだと思うこと

があるようになりました。(要約) 

（男性、中越地区） 
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 生涯学習は市やボランティアでいろいろ企画され、大変ありがたいと思っております。 

（男性、中越地区） 

 これからの高齢者社会を、家に閉じこもってしまうと社会との関わりが滞ります。心身

共に健康である為には、これからも積極的に「生涯学習」に取り組み、これらの活動を

通じてボランティア等で社会に還元していきたいと思います。 

（男性、中越地区） 

 私は、人に聞いたり、分からないといったときもあります。 

（女性、中越地区） 

 生涯学習というと専門的に深くかかわっていくように感じます。老年に達し、専門的知

識より今興味あること、学ぶことの楽しさに焦点をあて、友人関係も大切ですし、いろ

いろの人たちとの交流をもっていきたい。楽しんで学習することに、生きがいを見いだ

して行けたらと考えています。 

（女性、上越地区） 

 今の世の中、皆核家族になってきましたので、自分のことは自分事。そのため国民年金

ではとても余裕がありません。できれば私も趣味をしたいと思っています。 

（女性、上越地区） 

 一週間ほとんど休みなく生涯学習してます。やる気があれば今は何でも出来ます。(お

金は月に２万くらいかかる。)この他に体育指導委員として、体操の先生の補助とか手

伝いをしている。結論、高齢者は活動している人はすごくやっている。やらない人は全

くやらないの二極に分離しているようである。性格的なものもあるので仕方ないと思え

る。なるべく人を誘ってはいる。（要約） 

要望：１，学習したくても人数が多く、抽選でもれたり、会場が狭く、混みすぎている。 

２，上越市の春日山荘(高齢者福祉センター)はすごく老朽化している。 

（女性、上越地区） 

 政治的不安、経済的不安、跡継ぎがない不安。若い人が家庭を持ち、安定した生活が出

来る世の中があって、初めて自分の生涯学習に打ち込めるのではないでしょうか？ 

（男性、上越地区） 

 自分ではまだ若いと思って地区のボランティア活動に参加していますが、他人から見る

と年寄りと見られているようです。つい先日初めて「ボランティアの人たち、みんな年

寄りばかりで、モタモタしていた」といわれ、ショックを受けました。わたしは60代後

半ですが、70歳過ぎた方が元気に活動しているのに・・・。でもやっぱり70歳過ぎたら

若い世代にバトンタッチしようとつくづく思いました。感想です。 

（女性、上越地区） 

 生涯学習は、その地域の活力によって異なる。その地域に必要な学習を重視するべきで

ある。特に町づくり。地域を知ることが大切である。自分の住んでいる地域の歴史、文

化、経済、自然を知ることによって、生涯学習という大きな言葉ではなく、子どもから

老人まで地域で活動することが出来る。 

（男性、佐渡地区） 
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単　純　集　計　表

性別
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 男性 140       46.4       46.4      
2 女性 162       53.6       53.6      
不明 0           0.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 302       100.0     302       

年齢別
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 20～39歳 89         29.5       29.5      
2 40～59歳 120       39.7       39.7      
3 60～89歳 93         30.8       30.8      
不明 0           0.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 302       100.0     302       

地域別（大圏域）
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 下越 28         9.3        9.3        
2 新潟 119       39.4       39.4      
3 中越 87         28.8       28.8      
4 魚沼 22         7.3        7.3        
5 上越 37         12.3       12.3      
6 佐渡 9           3.0        3.0        
不明 0           0.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 302       100.0     302       

問１　あなたは、「生涯学習」という言葉を知っていましたか。
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 どのようなことか、だいたい知っていた 172       57.0       57.3      
2 よくはわからないが、見聞きしたことがある 122       40.4       40.7      
3 聞いたことがなかった 6           2.0        2.0        
不明 2           0.7        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 302       100.0     300       

問２　あなたはこの１年間に何らかの「生涯学習」をしましたか。
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 した 137       45.4       45.4      
2 しなかった 165       54.6       54.6      
不明 0           0.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 302       100.0     302       



問３　あなたが、この１年間に学習した内容をすべて選んでください。 （複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

1
趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの
（音楽、手芸、茶道、書道など）

53         38.7       39.0      

2
スポーツ・レクリエーションなど
（球技、ダンス、ハイキング、格技など）

58         42.3       42.6      

3
健康の維持や管理に関するもの
（健康法、ヨガ、看護や介護法など）

44         32.1       32.4      

4
文化・教養的なもの
（歴史、文学、演劇、文芸、語学、パソコン操作など）

38         27.7       27.9      

5
職業上必要な知識、技術などに関するもの
（仕事に関係する知識・技術、仕事上のパソコン操作法など）

39         28.5       28.7      

6
社会問題や社会の変化に対応するもの
（経済、教育、人権、男女共同参画など）

16         11.7       11.8      

7
地域社会の理解や振興に関するもの
（まちづくり、伝統芸能、自然環境、人間関係など）

21         15.3       15.4      

8
社会に役立つ活動に参加するための学習
（指導者としての研修、ボランティア活動など）

19         13.9       14.0      

9
家庭生活の向上に関するもの
（衣食住など日常生活に関する知識や技術、消費生活など）

12         8.8        8.8        

10 子どもの養育や教育に関するもの（出産、育児、しつけなど） 19         13.9       14.0      
11 その他 6           4.4        4.4        
不明 1           0.7        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 137       100.0     136       

問４　あなたが、生涯学習を行った目的や動機は何ですか。 （複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

1
職業に関する知識や技術を高めるため、
職業上(就職・転職)必要なため

34         24.8       24.8      

2 資格を取るため 12         8.8        8.8        
3 知識・教養を高めるため 22         16.1       16.1      
4 体力づくりや健康管理のため 58         42.3       42.3      
5 子どもの養育や教育に関する知識を深めるため 12         8.8        8.8        
6 衣食住などの日常生活に関する知識や技術を高めるため 3           2.2        2.2        
7 趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため 41         29.9       29.9      
8 高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため 30         21.9       21.9      
9 社会の変化に対応するため 3           2.2        2.2        
10 社会に役立つ活動に参加するため 19         13.9       13.9      
11 友人や仲間を得るため 14         10.2       10.2      
12 その他 1           0.7        0.7        
不明 0           0.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 137       100.0     137       



問５　あなたはこの１年間、主にどんな方法で学習を行いましたか。 （複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教室や講座 43         31.4       31.4      
2 公民館などでの県や市町村などが行う学級・講座 40         29.2       29.2      
3 学校（大学・短大・専修学校・専門学校・高等学校等）の講座 6           4.4        4.4        
4 同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動 46         33.6       33.6      
5 放送大学に入学 0           0.0        0.0        
6 図書館・博物館・美術館の公開講座 4           2.9        2.9        
7 民間の通信教育 7           5.1        5.1        
8 ラジオやテレビの講座 6           4.4        4.4        
9 パソコンやインターネットを通じて 21         15.3       15.3      
10 個人教授（習い事など） 14         10.2       10.2      
11 自宅での学習活動（新聞・雑誌等の出版物を利用） 35         25.5       25.5      
12 その他 9           6.6        6.6        
不明 0           0.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 137       100.0     137       

問６　あなたは、その学習を通じて身につけた知識・技能や経験を、
ご家庭や職場以外の地域社会で役立てましたか。
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 役立てている 75         54.7       54.7      
2 役立てる機会がなかった 30         21.9       21.9      
3 役立てようとは思わなかった 26         19.0       19.0      
4 その他 6           4.4        4.4        
不明 0           0.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 137       100.0     137       

問６－１　役立てる機会がなかった理由は何ですか。 （複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 活動を行うための適当な施設・設備がない 1           3.3        3.3        
2 人材バンク等に登録しているが要請がない 1           3.3        3.3        
3 活動を行う意欲はあるが、やり方や方法など情報がない 4           13.3       13.3      
4 仕事や家庭の都合で時間がとれない 8           26.7       26.7      
5 活動を行う仲間がいない 1           3.3        3.3        
6 まだ活用できるレベルに達していない 20         66.7       66.7      
7 その他 2           6.7        6.7        
8 わからない 0           0.0        0.0        
不明 0           0.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 30         100.0     30         



問７　あなたが学習しなかった主な理由は何ですか。 （複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 仕事や家事が忙しくて学習の時間がとれなかった 100       60.6       62.1      
2 子育てや介護で学習の時間がとれない 11         6.7        6.8        
3 自分にあった学習内容の講座や教室などがなかった 17         10.3       10.6      
4 学習の仕方、方法がわからない 26         15.8       16.1      
5 一緒に学習する仲間がいない 15         9.1        9.3        
6 学習を行う時期や時間が合わなかった 25         15.2       15.5      
7 費用がかかる 31         18.8       19.3      
8 学習する場所が遠かったり、不便だったりした 14         8.5        8.7        
9 自分に適した指導者や講師に出会わなかった 3           1.8        1.9        
10 家族や職場の理解が得られにくい 2           1.2        1.2        

11
どこでどのような学習ができるのか、学習の機会などに関する
情報が不足している

55         33.3       34.2      

12 学習しても、成果を生かせる機会や場がない 9           5.5        5.6        
13 学習しても評価されず、何の利益にもならない 0           0.0        0.0        
14 学習に関心がない。学習する必要性を特に感じない。 21         12.7       13.0      
15 その他 7           4.2        4.3        
不明 4           2.4        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 165       100.0     161       

問８　あなたは今後、生涯学習を新たに始めたり、続けたりする気持ちはありますか。
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 新たに始めたり、続けたりする気持ちがある 207       68.5       69.5      
2 学習したいが、いろいろな事情で、できないと思う 72         23.8       24.2      
3 しようとは思わない 19         6.3        6.4        
不明 4           1.3        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 302       100.0     298       

問９　あなたは現在、学びたいと思うものを学ぶ環境（学ぶ場や情報など）は整っていると思いますか。
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 整っていると思う 16         7.7        7.9        
2 ある程度整っていると思う 104       50.2       51.5      
3 あまり整っていないと思う 59         28.5       29.2      
4 整っていないと思う 4           1.9        2.0        
5 わからない 19         9.2        9.4        
不明 5           2.4        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 207       100.0     202       



問10　あなたが今後学習を行う場合、主にどんな内容を希望しますか。
（複数回答）

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

1
趣味などを楽しんだり、技能を深めたりするもの
（音楽、手芸、茶道、書道など）

88         42.5       42.9      

2
スポーツ・レクリエーションなど
（球技、ダンス、ハイキング、格技など）

57         27.5       27.8      

3
健康の維持や管理に関するもの
（健康法、ヨガ、看護や介護法など）

66         31.9       32.2      

4 文化・教養的なもの（歴史、文学、演劇、文芸など） 21         10.1       10.2      

5
職業上必要な知識、技術などに関するもの
（仕事に関係する知識・技術など）

47         22.7       22.9      

6
社会問題や社会の変化に対応するもの
（経済、教育、人権、男女共同参画など）

19         9.2        9.3        

7
地域社会の理解や振興に関するもの
（まちづくり、伝統芸能、自然環境、人間関係など）

21         10.1       10.2      

8
社会に役立つ活動に参加するための学習
（指導者としての研修、ボランティア活動など）

17         8.2        8.3        

9
家庭生活の向上に関するもの
（衣食住など日常生活に関する知識や技術、消費生活など）

13         6.3        6.3        

10 子どもの養育や教育に関するもの（出産、育児、しつけなど） 14         6.8        6.8        
11 その他 7           3.4        3.4        
不明 2           1.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 207       100.0     205       

問11　あなたが学習を新たに始めたり、続けたりする主な目的や動機は何ですか。
（複数回答）

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%

1
職業に関する知識や技術を高めるため、
職業上(就職・転職)必要なため

29         14.0       14.1      

2 資格を取るため 15         7.2        7.3        
3 知識・教養を高めるため 45         21.7       22.0      
4 体力づくりや健康管理のため 88         42.5       42.9      
5 子どもの養育や教育に関する知識を深めるため 11         5.3        5.4        
6 衣食住などの日常生活に関する知識や技術を高めるため 7           3.4        3.4        
7 趣味、芸能、芸術などを楽しんだり、技能を高めたりするため 53         25.6       25.9      
8 高齢期の生活を豊かに過ごすため、生きがいのため 71         34.3       34.6      
9 社会の変化に対応するため 18         8.7        8.8        
10 社会に役立つ活動に参加するため 22         10.6       10.7      
11 友人や仲間を得るため 18         8.7        8.8        
12 その他 3           1.4        1.5        
不明 2           1.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 207       100.0     205       



問12　あなたが今後学習を行う場合、主にどんな方法を希望しますか。
（複数回答）

№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 カルチャーセンターやスポーツクラブなどの民間の教室や講座 85         41.1       41.3      
2 公民館などでの県や市町村などが行う学級・講座 118       57.0       57.3      
3 学校（大学・短大・専修学校・専門学校・高等学校等）の講座 20         9.7        9.7        
4 同好者が自主的に行っている集まりやサークル活動 75         36.2       36.4      
5 放送大学に入学 3           1.4        1.5        
6 図書館・博物館・美術館の公開講座 33         15.9       16.0      
7 民間の通信教育 10         4.8        4.9        
8 ラジオやテレビの講座 14         6.8        6.8        
9 パソコンやインターネットを通じて 32         15.5       15.5      
10 個人教授を受けて（習い事など） 13         6.3        6.3        
11 自宅での学習活動（新聞・雑誌等の出版物を利用） 49         23.7       23.8      
12 その他 5           2.4        2.4        
13 わからない 2           1.0        1.0        
不明 1           0.5        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 207       100.0     206       

問13　これから様々な学習活動を行うとしたら、どのような情報が必要ですか。
当てはまるものをすべて選んでください。 （複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 講座や催し物など学習機会に関する案内情報、参加方法 231       76.5       78.0      
2 施設の所在地、利用方法 119       39.4       40.2      
3 グループや団体の活動内容や加入方法 120       39.7       40.5      
4 学習にかかる費用 129       42.7       43.6      
5 学習の方法や進め方 99         32.8       33.4      
6 資格の種類や取得方法 51         16.9       17.2      
7 講師・指導者の紹介や依頼方法 44         14.6       14.9      
8 教材・機材・用具等の内容・種類や利用方法 46         15.2       15.5      
9 その他 3           1.0        1.0        
10 特に必要ない 15         5.0        5.1        
不明 6           2.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 302       100.0     296       

問14　これから様々な学習活動に関する情報を得るために利用しやすい手段は何ですか。
当てはまるものすべてを選んでください。 （複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 新聞、雑誌で 160       53.0       54.1      
2 民間の情報専門紙（誌）で 63         20.9       21.3      
3 テレビ・ラジオで 84         27.8       28.4      
4 インターネットで 95         31.5       32.1      
5 チラシ、ポスター、パンフレット等で 103       34.1       34.8      
6 市町村などの広報誌で 206       68.2       69.6      
7 職場や団体の広報誌等で 44         14.6       14.9      
8 公民館や図書館などの生涯学習関係施設で 60         19.9       20.3      
9 その他 1           0.3        0.3        
10 特にない 6           2.0        2.0        
不明 6           2.0        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 302       100.0     296       



問15　あなたは、生涯学習に関して、行政は今後どのような施策に力を入れていったらよいと
お考えですか。当てはまるものすべてを選んでください。 （複数回答）
№ カテゴリ 件数 (全体)% (除不)%
1 生涯学習に関する情報の提供 214       70.9       72.8      
2 ＩＴ（情報通信技術）の活用などによる学習機会の提供 58         19.2       19.7      

3
高齢者の社会参加などの社会の要請や個々のニーズに応える
学習機会や場の提供

143       47.4       48.6      

4 生涯学習に関する啓発 62         20.5       21.1      

5
学習成果の評価と、学習したことを活かすことのできる
仕組みづくり

81         26.8       27.6      

6
ＮＰＯ等民間団体や高等教育機関（大学等）との
連携・協働による取組の推進

27         8.9        9.2        

7 活力ある地域づくりのための取組の推進 100       33.1       34.0      
8 その他 7           2.3        2.4        
9 特に必要ない 16         5.3        5.4        
不明 8           2.6        
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 302       100.0     294       

以　上


